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『曽利∨式土器』（縄文中期後半）H1号住居址出土
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反田遺跡の発掘調査について
反田遺跡が所在する佐久市小田切は鎌倉時代に時宗開祖の一遍上人が『踊り念仏』を初めて踊った

地として知られています。そのような歴史深い地において調査面積が1765Idにおよぶ本格的な遺跡
の発掘調査が初めて行われました。

その結果、縄文・弥生・平安時代と繋がる人々の生活した痕跡が発見され、調査地周辺には縄文時

代と平安時代の集落が広がっていた事がわかりました。また、出土品の中にも数多くの調査成果があ

りました。中でも平安時代の住居から出土した『竃形土器』は東信地域で初めて、長野県下でも6例

日となる希少な発見となりました。竃形土器は出土例が非常に少ないことから祭示巳等の特別なときに

使われたと考えられています。また、古代の国によって鋳造された皇朝十二銭の一つ『富蒜神賓』や、

平安時代としては高級食器と考えられる中国産の『白磁碗』も出土しました。これらも臼田以南の南
佐久地域では初めての発見です。

このように、貴重な発見が相次いだ遺跡調査ですが、新たな疑問も提示されました。例えば『竃形

土器』です。佐久地域では現在までに500箇所以上の発掘調査が行われ、1箇所で1000軒を越える古
代の住居跡が調査された遺跡もあります。しかし、竃形土器が出土したのは当遺跡のみです。「なぜ

佐久平で唯一、下小田切で使われていたのか。」という疑問です。発掘調査ではこの疑問に答えられ

る具体的な祭祀の姿はわかりませんでした。しかし、一つの糸口として反田遺跡からは奈良・平安時
代に山梨県で使われていたものと酷似する土器が多く出土しました。山梨県は東海や関東地方の中で

神奈川県と並び竃形土器の出土例が多い地域です。或いは古代における信濃佐久と甲斐との交流が大

きなヒントとなるのかもしれません。

いずれにしてもこの反田遺跡周辺は古代の佐久地域にとって重要な役割を担う地域であった事がお
ぼろげながら見えてきました。今後周辺の調査が進めばそれらの資料と関連し、今回の調査成果はよ

り一層「佐久地域の歴史」解明に寄与できるものと考えられます。

反田遺跡調査区全景　（南より）



庇部分

『竃形土器』H7号住居址出土



例　　日

1．本書は、社会福祉法人里仁会が行う特別養護老人ホーム建設工事に伴う反田遺跡の発掘調査報
告書である。

2．調査原因者　　　　　　社会福祉法人　里仁会
3．調査主体者　　　　　　佐久市教育委員会
4．遺跡名及び所在地　　　反田遺跡（SKS）　佐久市下小田切字反田
5．調査期間及び面積　　　調査期間　平成18年7月3日～平成20年3月21日

調査面積　1，765n受
6．本書の編集・執筆は記名のあるもの以外、冨沢が行った。
7．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

本発掘調査にあたり雨宮久雄氏・新津眞澄氏には格別なご理解とご協力を賜った。また、本報
告書作成にあたっては平野　修氏・市川隆之氏・中沢道彦氏・藤森英二氏にご指導を頂いた。
記して感謝いたします。

凡　例
1，遺構の略記号は、住居址（H）・掘立柱建物址（F）・土坑（D）・溝状遺構（M）である。
2，挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

竪穴住居址・掘立柱建物址1／80　カマド1／40　土坑1／80　土器1／4　　石器1／4・1／3
3，遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。
4，土層の色調は、1988年版『新版　標準土色帖』に基づいた。
5，遺構の計測は以下の通りである。また、遺物観察表「出土位置」の数値は、床面よりの遣物の

高さを示す。

6，スクリーントーンの表示は以下の通りである。

□地山断面
黒色処理

石すり面
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第I章　発掘調査の経緯
1．立地と経過
反田遺跡は佐久市下小田切に所在する。遺跡は蓼科山麓から流れ出た片貝川により形成された小規

模な沖積地上に立地する。遺跡の南方150mには片貝川が、北側には湯原より流れ出た中沢川がそれ

ぞれ北に流れており、横山地籍で合流する。この片貝川は南流してきた千曲川と400mにまで接近す

るが稲荷山や臼田市街地がのる微高地に阻まれ、野沢平の西よりを北に流れ約8km先の下県地籍で千

曲川と合流する。

今回、特別養護老人ホーム建設のため社会福祉法人里仁会より予定地の遺跡有無について照会があ

った。佐久市教育委員会では開発対象地に小山崎遺跡群が存在することを回答し、試掘調査を行うこ

ととなった。結果、試掘調査により遺構が発見されたため保護協議の末、

については記録保存を目的とする発掘調査を行う事となった。

周辺部の遺跡としてはこの沖積地を取り囲むように数多く

の遺跡が存在するが、発掘調査された遺跡は少ない。

調査された遺跡としては反田遺跡の南方700mに勝間原遺

跡がある。弥生後期の住居址2軒と溝状遺構が調査されてい

る。次に近接して丸山遺跡がある。同じく弥生後期の住居址

4軒と奈良時代の住居址1軒と掘立柱建物址が検出されてい

る。また、当遺跡北方の滝地籍周辺では家浦遺跡が調査され

平安時代の土坑や溝状遺構が調査されている。このように反

田遺跡周辺では調査された遺跡も少なく、またいずれの遺跡

も調査面積が極めて小規模で小田切地区の原始・古代像を具

体的に示せる調査事例に乏しい。

遺跡の保存が不可能な部分

第2図　遺跡調査範囲図（1：5000）

－1－



2．調査組織
調査主体者　佐久市教育委員会　教育長　三石昌彦（平成19年3月迄）木内　清（平成19年4月より）

事　務　局　社会教育部長　　　柳沢義春

社会教育次長　　　山崎明敏（平成19年度より）

文化財課長　　　　中山　悟（平成19年6月迄）森角吉晴（平成19年7月より）

文化財調査係長　　高柳正人（平成19年3月迄）三石宗一（平成19年4月より）

文化財調査係　　　林　幸彦　須藤隆司　小林眞寿　羽毛田卓也　神津　格

冨沢一明　上原　学　出澤　力　並木節子（平成19年10月より）

調査体制

調査担当者　　小林眞寿　羽毛田卓也　冨沢一明　森泉かよ子

調　査　員　　柏木貞夫　甘利隆雄　清水信一　阿部和人　碓氷知子　加藤信一　菊池喜重

百瀬秋男　小林幸子　山本徳明　堀籠滋子　上原幸子　小林妙子　清水美恵

橋詰勝子　橋詰信子　佐藤瑞希　斉藤恵季　清水律子　井出孝子　臼田真杉

茂木みどり　小林百合子　小林喜久子　柳澤千賀子　宮川百合子　花岡美津子

渡辺久美子　広瀬梨恵子　田中ひさ子　小林よしみ　林　美智子　堺　益子

市川　昭　小山　功　武者幸彦

3．遺構と遺物の詳細
遺　構　　竪穴住居址　　19軒

（縄文2軒・平安17軒）

土　坑　　　　　50基

掘立柱建物址　　4棟

溝状遺構　　　　2本

ピット　　　　576個（古代～中世）

遣　物　縄文土器（加曽利EⅡ・曽利・佐久系）

弥生土器（中期中葉境窪平行）

須恵器・土師器・甲斐形土器

灰粕陶器・緑粕陶器・白磁・竃形土器

富寿神賓・鉄製品・炭化材

4．基本層序
今回の遺跡調査対象地は片貝川と中沢川が形成した沖積地に位置し、尚かつ周辺の土地利用状況を

みると遺跡周辺は微高地を形成していると考えられる。このような事から遺跡の基本層序は6層に分
かれ、第I～Ⅳ層は畑地及び水田耕作土。第Ⅴ層に黒褐色土が薄く形成され遺物も混入するが、遺構

確認には第Ⅵ屑の黄色土で二次堆積のローム層であった。調査区の一部にはⅣ層下が小石の混ざる岩
盤となり、いわゆる「相浜層」が露出していた。

I　灰黄褐色土層（10YR6／2）
水田の耕作土。下に水田敷床。

Ⅱ　褐灰色土層（10YR4／1）
盛土。石を多く含む。

Ⅲ　灰白色土層（10YR7／1）
水田の耕作土。

旦蔓二旦〔担1　Ⅳ　明黄褐色土層（10YR6／8）
水田敷床。

Ⅴ　黒褐色土層（10YR3／1）
辿迦　　　　しまり、粘性あり。小石・炭化物含む。

Ⅵ　黄褐色土層（10YR5／6）
二次堆積のローム層。小石を多く含む。

712．00m

第3図　標準土層図
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第Ⅱ章　遺構と遣物
1．縄文時代の住居址
今回の調査では縄文時代の住居址が2軒検出された。時期は出土した土器の特徴からH17号住居址

が前期初頭から前半、H1号住居址が中期後半に位置づけられる。各住居址の内容及び出土遣物の詳

細については遺構計測表並びに出土遺物観察表を参照されたい。なお、縄文土器については付編に玉

稿「反田遺跡出土の縄文土器について」を藤森英二氏より頂き掲載してある。

（1）H17号住居址　（第5図，写真図版六）

本址は調査区の北側に位置する。形態は方形で中央に炉址が確認された。

二㌧．頬骨こ
標高713．10m

O　　　　（1．80） 2m

1層　黒褐色土（10YRj／1）しまり・粘性あり。炭化物を含む。

2層　褐色土（10YR4／6）しまり・粘性あり。小石を含む。

3層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり。焼土粒子を微量含む

4層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。
上面一部に焼土層あり。

1～8・13　（1こ4）10cm

12　　（1・2）　5cm

0　　9～11　（2．3）3．3C皿
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第5図　H17号住居址及び出土遺物実測図
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第6図　H1号住居址実測図
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標高71330m
（lこ80） 2m

黒褐色土（10YR3／1）
しまり・粘性あり。
炭化物を含む．

2眉　黒褐色土（10YR3／l）
しまり・粘性あり。
炭化物・土器片を
多量に含む。

3層　暗褐色士（10YR3／3）
しまり・粘性あり。

4層　褐色土（10YR4／4）
しまり・粘性弱い。
小石を多量に
含む。

5眉l・黒色土（10YR2／1）
しまり弱く、
粘性あり。

6層　暗褐色土（10YR3〟）
しまり・粘性あり。
下層に焼土を含む。

7層　赤色土（10R4／8）
しまり・粘性あり。
上面硬質化
している。

8層　褐色土（10YR4舟）
しまりあり。
特に上面硬質化
している。
部分的に石を含む。

9層　褐色土（10YR4／6）
しまり・粘性あり。
上面火床面．
地山が少し
焼けている。
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第7図　H1号住居：址出土遺物実測図（1）
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ト10（1こ4）　10C皿
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第8図　H1号住居址出土遺物実測図（2）
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第9図　H1号住居址出土遺物実測図（3）
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第10図　H1号住居址出土遺物実測図（4）
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（2）H1号住居址　（第6図，写真図版－）

本址は調査区東側の地形が片貝川側に落ち込む斜面に立地する。形態は円形で、壁際に柱穴が8本

確認された。また南側の哩饗部分には入り口施設と考えられるPlOが検出された。壁溝は南東と南西

側に確認された。炉は住居址やや奥よりに検出された。形態は円形の土坑が堀り込まれ人為的に割ら

れた川原石を配していた（写真図版1参照）。この川原石はすべて接合関係があり、大型の川原石1点

に復元できた。この炉址は土坑内にも僅かながら焼土は検出されたが、図に示すとおり掘り込みの外

側に大量の焼士が広がっていた。

本址からの出土遣物は覆土上層から床面まで大量に出土したが、出土状態は住居址中心に向かって

すり鉢状に遺物が分布するため土器廃棄の可能性がある。埋饗は3点確認され、図示した2．14．15であ

る。2と15のピット内には打製石斧が伴に出土した（写真図版1参照）。
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第14図　H1号住居址出土遺物実測図（8）
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2。弥生時代の遺物
今回の反田遺跡の発掘調査では、調査区全域から弥生時代中期中葉と考えられる土器が小片である

が出土した。弥生時代と認識できた土器片数は228点で、調査区内での出土位置は下の第18図に示し、

内117点を図示した。出土位置は大きく2箇所の偏りがあり、1箇所は北東側であるF1号掘立柱建物

址付近で特にFl号掘立柱建物址のピット内からの出土、もう1箇所は調査区南西側の平安時代の住居

址群であるH5。7。9．11号住居址の覆土内より多く出土した。いずれも時期の異なる遺構からの出土で

あり弥生時代の土器片はいずれも混入と考えられ、確実に遺構に伴うものは確認できなかった。しか

し、唯一P328～331からは当該期の土器片が多く出土した。D31号土坑を含むP328～331、P362

～364は平面形態が円形のピットにより囲まれる状態を示し、東隣のP413～418、P436。437も同様

に円形の配列を示す。ピットはいずれも浅く柱穴とは断定しにくく、又炉址等も検出されていないが、

特にP371．372が「ハ」の字状に広がる点など、平面形態のみで考えると松本市境窪遺跡で検出され

ている弥生中期中葉の平地建物址と共通性も指摘でき、あるいは掘り込みとして確認しづらい同期遺

構の存在も推定できるのではないだろうか。

出土土器の特徴はいずれも細片であり土器全体を把握できるものはなかったが、その特徴から壷と

賓に一応分類した。壷は口綾部と頸部と肩部がある。日録部は逆「ハ」の字に開くタイプのものが多

く、縄文を地紋にして沈線による山形の区画を施すものがある。頚部や肩部の施文は地紋に縄文を施

すものと条痕を施すものがあり、横方向の沈線で区画し、区画内に指突を施すものがある。また24．

43のように円形の貼付文を施し貼付文内に縄文や指突を施すものもある。賓は櫛条工具による横線文

や波状文を施すもの、条痕文を施すものがある。口唇部は刻みを施すものが多い。底部に関しては壷

－18　－



∴∴．・∴・∴、

、ヽよしごp

ー．、

ご莞㌣デ、’、

12

20　　　　　　　　　21

．八

鹿
、1・も′ノ 戦、2。怨、＄ゝ4離、25

127

も、感、も、潤潤牒－29
苛、1

－　　　．

VヽJl

、32　　　　　　、33　　　　　　　　34

‥

u

完

帝
京
∴

一

′

∵

ノ

諦
夢

．ィご　　　　　ヽ

第19図　弥生時代土器片実測図（1）

19　－

∴二：・二∴一・、
‾、．．．こ　こ．＿　．、　－一・一

ヽ‾ン・．一、・一一一1・・r一

Lも・”‾ 71

0　　ト72（1こ3）　6．7cm

1161

Ⅵ66

－㌔．72



、　一、．－I

∫l・　　し∵．

日ノ

JL

十一‾・iT 80

．冊皿
9

一

l

山

H

H

u

＝

8

這

ノ
〟
〃
鶴

0
0

演

目

＝

ド

∠フノ　＝亡妻′　二か′
′ヒ

ュ！聖イ言

J・一一∴ト1日

＼、」＿上プ：6、＼し」＿已7∴

君
　
オ
仇
　
′
濃

H
＝
9
2
日
＝
軋
∴
l
月
日
〓
‰
3

0　73～117（1こ3）　6．7cm

、
卑
1
‥
門
吊
‥

第20図　弥生時代土器片実測図（2）

か賓か判断に苦しむが、底部には113の木葉痕や112の布痕等が観察できた。

本遺跡より出土したこれら土器群の位置付けであるが、その特徴より弥生時代中期中葉、境窪平行

段階と考えられる。佐久平においては弥生前期後半として佐久市下信濃石遺跡．東五里田遺跡．仲田遺

跡がそれぞれ調査され、また弥生中期初頭～前葉として佐久穂町館遺跡．中原遺跡、佐久市月夜平遺跡

が知られている。今回の発見は佐久平においてこれら各時期の遺跡と中期後半栗林期の遺跡を時間的

につなぐ資料であり、非常に貴重な発見と考えられる。

－　20－



単位　cm

No． 器種 部位 器高 文様 出土位置

1 ＝たこご宝E ＝緑 3 口唇部 ・縄 文、 L R 縄 文（横）→沈線文（山形文）→横沈線 H l l－Ⅳ区1層

2 士互E 目線 1．3 口唇部刺突、横条痕 H l l－ Ⅱ区2層

3 士里互 口線 1．7 口唇部押捺、 L R 縄文（横位）→沈線文（山形文） H 6

4 士互E 口線 1．6 R L 縄文 ・横条痕 H 1 1－ I 区2 層

5 士互巨 口緑 1．4 R L 縄文（横）→沈線文（三 角形？） ツー14

6 ＝ヒ呈E 目線 1．4 口唇 部刻 目、横 線文 H 5 － I 区

7 士∃豆 口緑 1．9 L R 縄 文（横） H 3

8 二士ご裏貰 口線 1．5 口唇部 L R 縄文、 L R 縄 文（横） D 3

9 士互E 口緑 2．3 平行沈線→ L R 縄文（横位 ）？ P3 2 4

1 0 壷 口緑 1．4 短線文→横沈線文 F l ・P 6

1 1 士宣E 口緑 1．4 R L 縄文（縦）？ F 4 ・P 3

1 2 士雪ぎ 口線 1．1 口唇部刺突、無文 P 2 2 9

1 3 士雲互 頚部 横条痕（半裁竹管？）→斜条痕→縦条痕 サー10

14 一＝ヒ互E 頸部 環状沈線文（縦）・突帯→連続刺突文（へラ状具） H 1－Ⅲ区

15 士互E 頸部 L R 縄文（横） F l ・P 6

1 6 士裏互 頸部 横平行沈線文→連続刺突文→ L R 縄文（横）？ コー9

1 7 士宣E 頚部 L R 縄 文（縦）・沈線文（連弧？） H 5 －IV 区 ・ホリ

18 一ここヒ雪ぎ 頸部 平行沈 線文→横 線文→ L R 縄文（横） H l l－ I 区 ・ホリ

19 士互E 頸部 沈線文→ L R 縄文（横） H 5 －Ⅱ区

20 士夏E 肩部 沈線文→ L R 縄文 H 5

2 1 士呈E 肩部 平行沈線文→ L R 縄文 H 9 …カマド

22 ＝上ご・互E 頸部 赤彩貼付文→平行沈線→ L R 縄文 P 3 7 3

2 3 士互E 頚部 L R 縄文→沈線文（平行 ・連弧） H 1 1 －Ⅳ区2層

24 士互E 頚部 沈線文 ・円形貼付文 H 1 1－Ⅳ区2層

2 5 士宣巨 肩部 R L 縄文→同心 円沈線文 H 9 －カマド ・ホリ

26 一二ヒ宣E 頸部 L R 縄文 ？ ・沈線文 M l－ Ⅱ区

2 7 士彗貰 頸部 横条痕 ・L R 縄文 P 1 2 7

2 8 ーニ土ご夏E 肩部 横 沈線文 ・波状文 F 4 ・P4

2 9 士雪ぎ 肩 部 縄 文→ 同心円沈 線文 H 3 －ホリ

30 二王ご互E 頸部 羽状条痕→横条痕 F l ・P 6

3 1 こ士ご宣E 頚部 羽状条痕 P4 4 2

3 2 士隻E 肩部 同心 円沈線文？ P6 1

3 3 士夏E 肩部 縄文→沈線文 P5 2 1

3 4 士宝互 頚部 三角形連繋沈線 ・刺突充填 F l ・P l

3 5 ＝ヒ宝宣 頸部 R L 縄文（横）→沈線文 セー12

3 6 士互E 頸部 沈線文（重 山形文 ・菱形文）→ R L 縄文 H 1 1 －Ⅲ区 ・2層

3 7 士雪ぎ 肩部 波状文 試掘

3 8 一二土ご裏芝 肩部 沈線文・横線文→ L R 縄文 H 5 －Ⅱ区

39 士宝E 肩部 四角形沈線文→縄文 チー13

4 0 ＝ヒ互E 肩部 赤彩 波状沈 線に波状文 ・円形沈線に短線文 H 1 1－Ⅲ区 ・2層

4 1 土星巨 頸部 沈線文（重山形文）→ R L 縄文（横） H 1 1－Ⅲ区 ・ホリ

4 2 土星E 頸部 縄文 ・横条痕 H 1 1－ 1 区1層

4 3 －＝ヒ互E 肩部 円状沈線文→ L R 縄文 充填 ？ H 9 － I 区

4 4 士互E 頸部 波状文 セー12

4 5 二土ご・互巨 胴部 沈線文→ L R 縄文→付加文（連続刺突文二段） D 7

4 6 士害亘 頸部 縦条痕→三角形連繋沈線 P7 2

4 7 二士ご裏貰 胴部 沈線文（縦） H 1 1 －Ⅲ区2層

4 8 士雲互 胴部 沈線文→ R L 縄文 ？ H 4 － I 区

4 9 士宝E 頸部 横線文→ L R 縄文 ・波状 文？ P 15 7

5 0 －こヒ互巨 肩部 円形？沈線→刺突充填 H 1 1－ Ⅱ区 ・ホリ

5 1 －二王ご宣E 胴 部 L R 縄文→付加文（連続刺突） F l ・P 9

5 2 二士ご夏E 頚部 縦条痕→山形沈 線 H 1 1－Ⅳ区 ・2層

53 一二土ご互E 頸 部 L R 縄 文→沈線 H 7 －Ⅱ区

54 二とご呈E 頸部 円形貼付文→縄文 →沈 線文 H 5 －Ⅱ区

55 士互E 肩部 横線文→縦線文 F l ・P l l

5 6 士互E 胴部 横条痕 H 8

5 7 賓 口縁 口緑部刻 目 ・平行沈線文 F l ・P8

5 8 士互E 口縁 口緑部縄文 ・L R 縄文 F l ・P 6

第1表　弥生時代土器片観察表（1）

ー　21－



単位　cm

5 9 ＝ヒ宝E 胴部 同心円？沈線文 ・連続刺突文（弧状）→縄文 H 1 1－ I 区 ・2層

60 士宝互 胴部 沈線→縄文L R H 9 － I 区

6 1 M＝ヒ互E 頸部 沈線文 ・縄文 H 8 －P 2

6 2 士宝E 肩部 横線文 検出

63 士雪ぎ 胴 部 L R 縄文？→沈線文 ・横線文 H 1 1－Ⅱ区 ・2 層

64 一士互E 胴 部 斜条痕 セー12

6 5 士呈E 肩 部 円形沈線文 ・横条痕 H l l－Ⅱ区 ・1層

66 士岩芝 胴 部 弧状？沈線文 ・縄文 H 7 …Ⅱ区

67 二土ご互E 頚 部 斜条痕 H 5

6 8 士雲互 頚部 縦沈線？ D 7

6 9 士呈E 胴部 横条痕 M 1 －Ⅱ区

70 士互E 頚部 沈線文 ・横条痕 H l 1 －IV 区

7 1 一二量こご雪ぎ 頸部 平行沈線文 H 5－ Ⅱ区

72 士宝E 頸部 斜条痕 H 5

7 3 鷺 口緑 2．5 口綾部櫛状具 によ る連続刺突、横線文→縦線文→波状文 H 1 1 －Ⅲ区 ・2層

74 聾 口緑 2．7 L R 縄文（横）→ 口縁上端連続刺突 ・沈線 H 1 1 － I 区 ・2層

75 賓 目線 3．9 口縁連続押捺、横条痕 P 3 3 1

7 6 賓 口緑 2 横条痕？ H 2 －Ⅲ区

77 聾 口緑 3 口綾部縄文、突帯 ・沈線 ・縄文→斜沈線文 クー14

7 8 賓 口緑 2．3 口綾部縄文、突帯 ・沈線 ・縄文→斜沈線文 キー15

7 9 賓 口緑 2．7 横沈線文→斜沈線文 H 7 －Ⅱ区

80 賓 口緑 1．1 外面 ：平行沈線、内面 ：縦沈線 ・刺突 H 6

8 1 賓 目線 2．4 平行沈線 ・弧状沈線 P 5 4 9

8 2 賓 日録 2．3 口唇部刺突（櫛状具？）、縦条痕 H 9 － I 区

8 3 士宝互 口緑 2．7 口唇部刻 目、L R 縄 文（横）・横線文 シー15

8 4 嚢 口緑 横条痕 H 5

8 5 鷺 目線 斜条痕→横条痕 検出

86 士裏芸 頸部 L R 縄文（横）・横沈線 ・横線文→縦沈線 H l l一Ⅱ区

87 ＝ヒ互E 胴部 平行沈 線 ・重 四角沈線 ・横短線 H 5 －Ⅱ区

88 ＝土ご・互E 頸部 重四角沈線 ・横短線 H 9 －P 6

8 9 賓 目線 横 線文→縦沈線 H 6 －Ⅲ区

90 賓 口線 縦 条痕→刺突 P9 0

9 1 賓 胴部 羽状沈線文 H l l －Ⅱ区・ホリ

92 賓 胴部 斜条痕文 F l ・P8

9 3 聾 口緑 横線文 ・波状文 H 5… Ⅱ区

94 賓 口緑 縦条痕文 ・横条痕文 M l －Ⅱ区

95 賓 口緑 横条痕文 D 4 4

9 6 餐 日録 縦条痕文 H l l － I 区 ・1層

97 賓 胴部 斜条痕文 D 7

9 8 賓 口線 横線文 ・波状文 H 5

9 9 賓 口緑 横線文 ・波状文 H 1 1 －Ⅳ区 ・2層

10 0 賓 口縁 横条痕→波状文 コー9

1 0 1 賓 頸部 沈線文 H 7 － I 区

10 2 賓 胴部 縦条痕文 H 5 － I 区

10 3 賓 胴部 横条痕文 P 4 7 7

10 4 聾 胴部 横条痕文 D 2 5

10 5 賓 胴部 条痕文 H 1 1－Ⅲ区 ・1層

10 6 賓 胴部 斜条痕 テー9

1 0 7 賓 胴部 斜条痕 F l ・P 8

1 0 8 士∃宣 頚部 縄文 F l ・P 8

1 0 9 襲 胴部 斜条痕文 P 3 7 3

1 10 賓 口緑 口縁部突起あ り、 無文 H 9 －カマド

1 1 1 賓 底部 底部木葉痕 H 4 － I 区

11 2 賓 底部 底部布圧 痕 H l 1－Ⅲ区 ・1層

11 3 賓 底 部 外 面 ：斜条痕、底部 ：木葉痕 P 1 5 9

1 1 4 賓 底 部 底部布圧痕 ケー16

1 1 5 賓 胴下部 無文 F l ・P 8

1 1 6 賓 底 部 木葉圧痕→ナ デ　 赤彩 あ り H 1 1 －Ⅱ区

11 7 窯 底部 ミガキ H 1 1 －Ⅲ区 ・1層

第2表　弥生時代土器片観察表（2）
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3。平安時代の住居址
今回の調査では17軒の住居址が調査された。集落域は試掘調査の結果から台地の南側にもひろがっ

ている事が判明しており、調査区西側の台地中央部も含めて地形から推定すると全体では50軒以上の

住居址の存在が予想された。住居址群は一部重複もみられる。H4。5．7．2号住居址は東西方向に直線的

に並んだような状況で検出され、計画的な配置が予想できる。各住居址は出土土器から9世紀後半～

10世紀後半の所産時期が考えられた。以下、各住居の調査所見について述べる。

（1）H2号住居址　（第21回，写真図版二）

本住居址は調査区南より中央に位置する。覆土は自然堆積で、貼床は全体に硬質で特にカマド前面

は顕著であった。カマドは北壁中央に造られており、煙道部は外に飛び出さないタイプである。両袖

は残存していなかったが、構築材と考えられる礫が1点出土した。火床部は良く焼けており硬質化し

ていた。カマド東脇に貯蔵穴と考えられる掘り込みが確認され、落ち込んだ状態で土器類が出土した。

出土遣物は土師器坪で内面黒色処理されたものが多く、5と6には墨書が確認できるが判読不能であ

る。また、5～10の内面は放射状あるいは十文字の幅広のミガキが施されている。鷺は口緑部が「コ」

の字になる武蔵賓とロクロ賓が供伴する。本址は9世紀後半に位置づけられる。

（2）H3号住居址　（第23図，写真図版二）

本址は調査区北側に位置し、北側半分が調査区域外となる。F1号掘立柱建物址により一部削平さ

れている。壁際に壁溝が巡り、床は地山を敲いたようないわゆる敲き床で硬質であった。出土遺物は

少量で図示したものも覆土中のものである。6は日録部が「く」の字に短く曲がるタイプで、鷺という

より鍋と呼ぶべき形態か。本址は10世紀前半に位置づけられる。

（3）H4号住居址　（第73図，写真図版三）

本址は調査区西側に位置し、西側半分が調査区域外となる。北壁東よりと南東コーナーにそれぞれ

カマドが検出された。南東側が恥。1カマド、北側が恥．2カマドである。いずれも袖部分は残存していな

かったが、北のカマドは拳大の礫が散乱しており、袖部の構築材と考えられる。火床部は良く焼けて

いた。

1層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり。

焼士粒子を多量に含む。

2層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）しまり・粘性あり。

3層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり。

炭化物・焼土粒子を少量含む。

4層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。

黄色のロームブロックを含む。

5層　暗褐色土（10YR3！4）しまり・粘性あり。

焼土粒子を微量含む。

6層　暗褐色土（10YR3／4）しまり・粘性あり。

焼土を多量に含む。

7層　赤色土（10R4／8）しまり・粘性あり。

火床面ガリガリ　してる。

8層　明黄褐色士（10YR6！8）しまり・粘性あり。

9層　褐色土（10YR4／4）しまり・粘性あり。

ロームブロックと黒褐色土ブロックの混入土。

第21図　H2号住居址実測図
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第22図　H2号住居址出土遣物実測図
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1屑　黒褐色十（10YR2／3）シルト・粘上多重に含む

ローム微正含む。

2屑　黄褐色＿「こ（10YR5／8）しまり・粘性あり。

3屑　褐色1ニ（10YR4！4）しまり弱く、粘性あり。

二・‾
U／

C
一

1屑　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。炭化物を多投に含む。

2屑　黒色土（10YR2！1）しまり・粘性あり。

3屑　褐色土（10YR4！6）しまり・粘性あり。

ロームブロック・小石を含む。

4層　暗褐色土（10YR3月）しまり・粘性あり。

5層　黄褐色土（10YR5／6）しまり・粘性弱い。焼土粒子を多丑に含む

6層　灰黄褐色土（10YR4／2）しまり・粘性あり。

7層　赤褐色土（25YR4／畠）しまりあり。上面硬質。

8屑　明黄褐色土（10YR6！8）しまり・粘性あり。
上面硬質で貼床というより敲床。 ト5（14）　10cm

第23図　H3．H4号住居址及び出土遣物実測図
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．一．一．

1

汰　　旦

笑一診ラ′′二：∴　‾グlすえ才‾

L　　　　　上　　　　　土′

あ．7雅

旦

午勿ン・・受 0　標鴇もアOm　2m

1層　黒褐色土（10YR3！1）しまり・粘性あり。炭化物を含む。

2層　褐色土（10YR4／6）しまり・粘性あり。

ロームブロックを多量に含む。

3層　明赤褐色土（2．5YR5ノ6）しまり・粘性あり。

火床面で下層は地山の焼けこみ

4層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり。焼土粒子を含む

5屈　赤褐色土（2．5YR4／8）しまり弱く、粘性あり。
炭化物∵焼土粒子を多量に含む。

6屈　黒褐色土（10YR3！2）しまり・粘性あり。

黒褐色土ブロックを含む。上面硬質化している

7屑　黄褐色土（10YR5ノ8）しまり・粘性あり。

焼土粒子・粘土を多丑に含む。

8層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。
9層　黒色土（10YR2！l）しまり弱く、粘性あり。

焼土粒子を多量に含む。

ノ

第24図　H5号住居址及び出土遣物実測図
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0　　ト18（1ニ4）　　10cm



19～43　（1こ4）10C－u

44　（1．2）　5cm
0　　45　　（1．1）2．5cm

第25図　H5号住居址出土遺物実測図
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巳三三三こ

1層　黒褐色土（10YRj′2）しまり・粘性あり。

2層　褐色土日0YR4′4）しまり・粘性あり。

焼士・炭化物を多丑に含む。

3層　にぷい黄褐色土（10YR5′4）しまり・粘性あり。

ロ‾ムブロックを含む。

4層　赤色土（IOR4′8）しまり・粘性あり。上面硬質化している

5眉　黄抱色土（10YR5′8）しまり・粘性あり。

6屑　暗褐色土（10YR3瑚　しまり・粘性あり。
上面硬質化しているハ

標高713．90m
（1・80）　　　2m

こIl＿1－－

1層　黒褐色土（10YR∃′1）しまり弱く、粘性あり。

′ト石を多量に含む。

2屑　暗褐色土日0YR3′3）しまり・粘性あり。

焼土粒子を多丑に含む

3層　暗褐色土（10YRj！3）しまり・粘性ありn

小石を多良に含む
B B′　4層　赤色土（10R4／8）しまり・粘性あり。

下層は石まじりの地山
5屑　暗褐色土（IOYR3月）しまり・粘性あり

炭化物・焼土を多五日こ含む

標高7】390m

（1．80）　　　2m

第26図　H6．H7号住居址及び出土遺物実測図
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0　13～27（1こ4）　10cm

第27図　H7号住居址出土遣物実測図
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Dll山

二＿乏三

旦

標高714201m
O　　　　（1こ80）

黒褐色土（10YRヨ佗）焼土を少亜含む。

にぷい黄褐色土（10YR4／3）

にぷい黄褐色土（10YR5／3）地山ローム粒子を多量に含む

黒褐色士（10YR2／1）炭化物
黄褐色土（10YR5／6）他山ロ

と焼土の堆顧
－ム二次堆積

の堆顧層。カマド流出層

2m

1～8　（1・4）　10cm

0　　　9　（13）　6．7cm

l 1 二＝‾二‾　1

／－ 二‾一二二「「二
′－

F 二≡‾≡－
1

1

＝7

第28図　H8号住居址及び出土遺物実測図

H4号住居址からの出土遺物はカマドから多く出土し、3と4はその特徴から甲斐型土器の聾に似る。

本址は10世紀前半に位置づけられる。

（4）H5号住居址　（第24図，写真図版三）

本址は調査区のほぼ中央西よりに位置する。今回調査された平安期の住居址の中では遺物の出土量

が非常に多かった。カマドは火床部のみの残存であったが、H4号住居址と同じく北壁側と南東コー

ナー付近に検出された。火床部は良く焼けていた。床は全体に貼られていたが軟質であり、主柱穴も
確定できなかった。
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0　　1～23　（1．4）　10cm

山　叫　　　　　旦　　　且′

瘍彪

標高713．90m
O　　　（1・80）　　　2m

1層　灰黄褐色土（10YR4／2）壌土粒子極少量含む。
2層　黒褐色土（10YR3／2）地山ローム粒子・焼土粒子を含む
3眉　赤色土（10R5／8）焼土主体。炭化物・灰を含む。
4層　黒褐色土（10YR3／2）焼土・炭化物を含む。
5層　灰黄褐色土（10YR4ノ2）炭化物を少量含む。
6層　にぷい黄褐色土（10YR5／3）黒色土が混在する。

▽す▽1

第29図　H9号住居址及び出土遺物実測図
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第30図　H9号住居址出土遺物実測図

H5号住居址からの出土遣物は多く、特に土師器の内黒坪が主体を占める。7．17．24に墨書があり、

17は「万」の可能性がある。1は灰粕陶器の耳皿である。8は皿とも考えたが口縁部の形態より蓋と

して今回は報告する。また、35．36．37．39は甲斐型土器の厚口線型聾に似る。本址はこれらの出土遣
物より10世紀前半に位置づけられる。

（5）H6号住居址　（第26図，写真図版二）
本址はH7号住居址と重複関係にあり本址の方が古い。カマドは東壁にあり、煙道部が長く伸びる

タイプのカマドである。袖等は確認されなかった。出土遺物は少なく、覆土中からの出土がほとんど

であった。本址は10世紀の前半に位置づけられる。

（6）H7号住居址　（第26図，写真図版四）
本址は調査区中央部に位置し、H6号住居址と重複関係にある。カマドは北壁中央にあり、北壁の

一部を除いて壁溝がめぐる。床は地山を敲いたような床で、住居址中央部が硬質化していた。カマド

の袖部は検出できず、小さな火床部が検出された。火床部は表面があまり硬質化しておらず使用頻度

の低さが感じられた。ピットは掘り方時に3箇所が確認され、PlとP2は入り口ピットと考えられる。
掘り方は南側が一段低く堀り込まれている。

出土遣物は比較的多く、覆土中からの出土であった。1と2は灰粕陶器、3～12は土師器坪類である。

7～10は外面に墨書が確認できるが、いずれも判読は不明である。13～17は土師器嚢である。13は

甲斐型土器嚢に似るが内面にパケ目成形がない。18は羽釜である。胎土は良く精錬され、色調は明る

い橙色を呈する。19～24は竃形土器の破片である。この他に接合関係が兄いだせない破片が6片ある。

胎土は赤色に近く金色雲母を含む。19は焚口部で庇は粘土を貼付している。20～22は掛け口部の破

片で、口唇部は軽い面取りが行われている。23は基部破片と考えられ、基底部が重みのかかったよう

に変形している。24は胴部の破片で焼成前の穿孔がある。いずれの破片も外面縦方向、内面横方向の

細かなパケ目によるナデが施されている。顕著な煤の付着は見受けられない。これらの竃形土器はそ

の特徴から甲斐型土器の範疇に含まれると考えられる。本址はこれらの出土土器から10世紀後半に位

置づけられる。

（7）H8号住居址　（第28図，写真図版四）

本址は調査区の南端に位置し、南側半分が調査区域外となる。カマドは東壁に造られており袖は礫

を使用している。出土遺物はあまり多くない。1は緑粕陶器碗で、胎土から東潰系と考えられる。4は

土師器坪であるが意図的なゆがみが指向されている。6と7は羽釜で、良く焼成されており色調が須恵

器質となる部分もある。本址はこれらの出土遺物より10世紀後半に位置づけられる。
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標高71370m
O　　　（1こ80）　　2m

1屑　黒褐色土（10YR引り　しまり・粘性あり。

焼土粒子を多量に含む．

2個　褐色土（10YR4／6）しまり・粘性あり。

ロームブロックを多並に含む。

3屑　黄褐色上（10YR5／8）しまり・粘性あり。
上面に硬質ブロックあり

4層　褐色土（10YR4／6）しまり弱く、粘性あり

黄色ローム粒子を多正に含む
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0　　　ト5　（上4）10cm

暗褐色土（10YR3／3）褐色ローム粒子・不定大ブロックを含む。
黒褐色土（10YR3／2）炭化物・褐色ローム粒子を少量含む。
褐色土（10YR4牲）ローム主体。黒褐色土を含む。

灰・炭化物を少韮含む。
褐色土（10YR4／4）ローム主体。灰・焼士・炭化物を多丑に含む
にぷい黄橙色土（10YR6／3）灰と粘土の混在屈。
にぷい黄橙色土（10YR6／3）灰の堆積。炭化物・焼土を含む。
黒褐色土（10YR2ノ2）褐色ロームを少量含む。
灰黄褐色土（10YR4／2）黒褐色粒子を少量含む。
赤色土（10R5侶）焼土主体。炭化物・灰を含む。
褐色土（10YR4／6）ローム主体。

黒褐色粒子・不定大ブロック含む。

3　　　　　　0　1～5（14）10cm

第31図　HlO．Hl1号住居址及び出土遣物実測図
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（8）H9号住居址　（第29図，写真図版五）

本址は調査区南側に位置する。Hl1号住居址と重複関係にあり本址の方が新しい。カマドは東壁中
央に造られている。ピットは全体で13箇所検出され、Pl～4が主柱穴、P9が入り口施設と考えられ

る。床面は住居中央を中心に硬質であった。壁溝は北壁と南壁の一部にめぐる。カマドは煙道部が住

居址外にやや飛び出るタイプで、煙道の部分には石を構築材として使用していた。火床部は良く焼け

て硬質化していた。本址からの出土遺物は多く、主に覆土中とカマドから出土した。1は白磁碗の口

綾部で口唇部が玉線状を呈する。I・Ⅱ類と考えられる。2～4は灰粕陶器皿である。5～18は土師器
の坪で8と10．11に墨書が確認できるが判読不明。19．20は小型の土師器嚢口縁部であるが、形態と調

整が甲斐型土器に似る。22は灰粕陶器壷、23は須恵器壷のそれぞれ底部である。29は磨製石斧の欠

損晶と考えられる。本址はこれらの出土遺物より10世紀前半に位置づけられる。

（9）H10号住居址　（第31図，写真図版四）
本址は調査区の西端に位置する。床面が存在したため住居址としたが規模は非常に小さい。遺物は

いずれも覆土中からの出土であり、4は土師器賓と考えられるが須恵器の敲き技法が観察できる。本

址はこれらの遺物より10世紀代に位置づけられると考える。

（10）H11号住居址　（第31図，写真図版五）

本址は調査区南側に位置し、H9号住居址と重複関係にある。カマドは東壁中央に造られている。
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0　標聖も訂Om　2m

1層　黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり。炭化物を微量含む。

2層　黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり。

ローム粒子・焼土・炭化物を多量に含む。

3層　黒色土（10YR2／1）しまり・粘性弱い。小石・ローム粒子を多量に含む。

4層　暗赤色土（2．5YRj／6）しまり・粘性あり。

ローム粒子・焼土粒子を多量に含む。

5層　明黄褐色土（10YR6／8）しまり・粘性あり。上面硬質化している。
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第32図　H12号住居址及び出土遺物実測図
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1～11（1こ4）　10cm

12　　（1こ2）　　5cm



1層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。

2層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。

焼土粒子・炭化物・ロームブロックを多量に含む。
3層　褐色土（10YR4／4）しまり・粘性弱い。

ローム粒子・焼土粒子を多量に含む。

4層　赤禍色土（2・5YR4侶）しまり・粘性弱い。上面あまり硬質化していない。
5層　暗褐色土（10YR3〟）しまり・粘性あり。上面一部硬質化している。
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第33図　H13号住居址及び出土遺物実測図
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中　　　田l

標高713．60m

O　　　（180）　　　2m

租了′
p5◎＿一一一ノ

＜l

黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり

炭化物を微丑に含む。

2周　明赤褐色土（2・5YR5／8）しまりあり。粘性弱い。

上面硬質化している。

下層もよく焼けている。
3屑　赤褐色土（25YR4／8）しまり・粘性弱い。

黒色土ブロックを多虫に含む

4屑　褐色土（10YR4／4）しまりあり。粘性弱い。

貼床であるが小石を多良に含むく

ロームブロックを含む。

′

ノ

0　　　1′－6　（1こ4）

∇譜一（：層
標高713．60m

（180）　　　2m

1屑　橙色土（5YR6／8）しまり・粘性弱い。上面やや硬質。
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0　　　1　（114）　10cm

0　　　1・2　（Iニ4）　10C皿
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標高713．50m

（1．80）　　　2m

1層　黒色土（10YR2／1）しまり・粘性弱い。

小石・ローム粒子を多量に含む。

第34図　H14．15，18．19号住居址及び出土遺物実測図
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H11号住居址の壁溝はほぼ全周する。また住居四隅に土坑状の掘り込みが確認された。本址からの

出土遺物は少なかった。よって所産時期も不明である。

（11）H12号住居址　（第32図，写真図版六）

本址は調査区の北西隅に位置する。焼土は2箇所床面上に確認されたがカマドは不明である。出土

遺物は12点図示できた。本址は10世紀前半に位置づけられる。

（12）H13号住居址　（第33図，写真図版五）

本址は調査区の北寄りに位置し、H16号住居址と重複関係にあり本址の方が新しい。北壁中央にカ

マドがあり、火床部のみ残存していた。床は貼床が施されていたが軟質で床面上に大型の礫が散在し

ていた。出土遺物は比較的多く須恵器坪と土師器坪が共に出土した。土師器賓は武蔵嚢のみであった。

本址はこれらの出土遣物より9世紀後半に位置づけられる。

（13）H14号住居址　（第34図，写真図版六）

本址は調査区中央西よりに位置する。北壁と東壁にそれぞれ火床部があり、壁ラインも不確定のた

め或いは2軒が重複しているとも考えられる。出土遺物は少なく、3は甲斐型杯に形態がよく似る。

（14）H16号住居址　（第35図，写真図版六）

本址は調査区の中央北寄りに位置する。北壁と東壁にカマドの痕跡と考えられる火床部が確認され
た。出土遺物は少ないが、本址は9世紀後半に位置づけられる。

（15）H15．18．19号住居址　（第34図，写真図版六）
これら3軒の住居址は残存状況が良くなく、住居址の詳細は不明である。

1層　暗褐色土（10YR3〟）しまり・粘性あり。

燐土ブロック・ローム粒子を多量に含む。

2屈　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり。焼土粒子を含む。

3層　黒褐色土（10YR3ノ1）しまり・粘性あり。

／
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簸：！・ジr・・．：え琵

⊆瘍該旦ノ

磁旦′
E　　5　　E′　　　　　H14

痴　　標師。．6。m
O　　　　（1180）

－11・・三誓

く1

4層　黒褐色土（10YR3／1）しまり弱い。粘性あり。

5層　明赤褐色士（2．5YR5／8）しまり・粘性あり。

焼土ブロックで上面硬質化している

6層　褐色土（10YR4／4）しまり・粘性あり。

黄色プロッタを多量に含む。

0　　　ト5　（14）10cm

第35図　H16号住居址及び出土遺物実測図
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4．掘立柱建物址
今回の調査では掘立柱建物址が4棟検出された。形態は3類あり、まず1類としてF1号掘立柱建物

址が示す総柱式掘立柱建物址、次に2類がF3．4号掘立柱建物址のような側柱式掘立柱建物址、そして

3類が柱穴間が布堀りで繋がったような掘立柱建物址がF2号据立柱建物址とD43．44．46．49号土坑と

して報告した一画も掘立柱建物址の可能性がある。以下各掘立柱建物址について概略を記す。

（1）F1号掘立柱建物址　（第36図，写真図版七）

本址は調査区の北端に位置する。ほぼ全体が調査され東西方向に桁行をもつ2間×3間の掘立柱建物

址である。西端柱列の軸がずれるのと一部に布堀が行われている。顕著な柱痕は確認出来なかった。

‘’‾＝＝こ？、

h
＼＼二二・・・・・一

p◎8　◎1旦′

く≡≡≧＞

‡二、．I：享－鞄＿二

1　（1は）　6．7cm
2　　（23）　3．3cm

1

第36図　F1号掘立柱建物址及び出土遺物実測図
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．
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∴
㍉
㍉
∵
．
．
、
＼
∴

1層　黒褐色土（10YR3／2）

ローム・シルト

を少量含む。

2層　黒褐色土（10YR2！2）

粘土・シルトを

少量含む。

炭化材小片を

微量含む。

3層　暗褐色土（10YR3／3）。

ローム（小ブロック状）

を少量含む。
シルト・粘土を

微量含む。
4層　暗褐色土（10YR3！3）

ロームを少量含む。

シルトを多量に含む。

5層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

ローム主体。

シルトを少量含む。

6層　黄褐色土（10YR5／8）

しまり・粘性あり。

硬質（あたり面）。

7層　暗褐色土（10YR3！4）

しまり・粘性弱い。

標高713．20m
O　　　　（1・80）　　　2m



F2

、
鉛

4　　　　　　　31C′

＜l

標高71400m
（180）　　　2m

1屈　黒色士（10YR2／I）焼土粒子・炭化物を少量含む。
2層　赤色土（10R4／8）焼土を多量に含む。

3層　灰黄褐色土（10YR4／2）褐色のローム粒子を少量含む。
4層　黒褐色土（10YR〕佗）炭化物を少血含む。

5層　にぷい黄褐色士（10YR5／3）地山ローム粒子を多量に含む

1層　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。

′J、石を多畳に含む。

2屑　褐色土（10YR4！6）しまり弱く、粘性あり。

ロームブロックを多良に含む

霊

1眉　黒褐色土（10YR3／2）しまり・粘性あり。

小石・炭化物を多才蓬に含む
2層　褐色土（10YR4！4）しまり・粘性指い。

黄色ブロック・小石を含む。

優嘩C＝＞

3　（1この　6．7cm

4　（2・3）　3．3cm

第37図　F2．3．4号掘立柱建物址及び出土遣物実測図
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また、西端の柱列は他の物に比べて深さが浅く、或いは西側の片側庇の可能性もある。

Fl号掘立柱建物址からの出土遺物は少なく、図示した石器類の他にはPlから須恵器坪片、P5から

いわゆる武蔵鷺の土師器蛮片、P7から土師器賓片、P8から内面黒色処理の土師器杯片がそれぞれ出

土している。よって本址の時期は10世紀前半に位置づけられるH3号住居址よりは新しいことから平

安時代後半が想定できる。

（2）F2畏‡掘立柱建物址　（第37図，写真図版七）

本址は調査区の南側に位置する。H8号住居址と重複関係にあり、本址の方が古い。形態は「コ」

の字の様な掘り込みにピットを配するような掘立柱建物址であまり規則性は感じられない。覆土中に

焼土層を持つのが特徴で炭化物も少量含まれる。顕著な柱痕は確認出来なかった。

出土遺物は図示した石器2点と小片であるが縄文中期の土器片20点程が出土し、古代の土器片は混

ざらなかった。これらのことから本址の帰属時期は縄文中期の可能性を指摘できる。また、先に述べ

たようにD43．44．46．49号土坑も各土坑として調査したが、平面形態からはF2号掘立柱建物址に近似

し、同じように縄文時代の掘立柱建物址とすべき遺構とも考えられる。

（3）F3号描立柱建物址　（第37図，写真図版七）

本址は調査区中央南側で検出された。H2号住居址と重複関係にあり本址の方が古い。残存状況は

北辺と西辺の柱列のみである。出土遣物はP2より土師器坪片、P4から縄文中期土器片がそれぞれ出

土したのみである。これらのことから本遺構の帰属時期は不明である。

（4）卜4号掘立柱建物址　（第37国，写真図版七）

本址は調査区北より中央で検出された。規模は1問×1問の側柱式掘立柱建物址と考えられ、柱穴は

ほぼ円形である。柱痕は確認出来なかった。出土遺物はP2から縄文土器片と土師器片、P3より縄文
土 器 片 が そ れ ぞ れ 出 土 し て い る 。 よ っ て こ れ ら の こ と か ら 本 遺 構 の 帰 属 時 期 は 不 明 で あ る 。

〈残存〉　 （推定）

遺構名 検 出位置 形態
間数 桁行長 梁行長 面積

方位
桁行柱間寸法 梁行柱間寸法 柱穴 （長×短×深）

備考
（間） （m ） （m ） （ポ） （m ） （m ） （cm ）

F l

キー8 ・9

クー8 ・9

ケ…8 ・9

長方形
2 × 3

総柱

6 ．8 0

P 5 ～P 12

3 ．9 4

P 3 ～P 5
2 5．7 N －7 60－W

P l ～P lO　 2．3 7 P l～ P 8　 1．80 ① 14 7 ×12 0 × 59

② 1 28 ×10 5 × 50

③ 1 08 × 90 ×3 3

④ 8 0 ×7 0 × 17

⑤ 12 4 × 10 0 ×2 8

⑥ 1 15 × 10 8 × 55

⑦ 10 8 × 10 2 ×4 7

⑧ 12 5 × 97 × 47

⑨ 10 5 × 75 ×4 0

⑲ 12 3 ×〈10 2〉×5 7

⑪ 11 4 ×8 8 × 5 1

⑫ 11 5 × 11 2 ×4 9

P 9～ P 6 は布もち。

H 3 ・D 2 9 ・P 3 49 ・P 3 50 に

切 られ る。

P 2 ～P 1　 2．12 P 2～ P 9　 1．90

P 3 ～P 2　 2．22 P 3～ P 4　 1．8 6

P4 ～ P 9　 2．23 P 4 ～ P 5　 2．0 8

P 5～ P 6　 2．24 P 8 ～ P 7　 1．9 5

P 6～ P 7　 2．12 P 9 ～ P 6　 1．5 5

P 7～ P 1 2　 2 ．44 P lO ～P 11 1．76

P 8 ～ P l 1　 2 ．4 0 P ll ～P 12　 1．89

P 9 ～ P 8　 2．2 1

F 2
テー1 2 ・13

トー1 2 ・13
？

1 ×2

側柱

3．30

P 2 へノP 3

1．98

P l′）P 2
5．6 N －2 1。－E

P l ノーP 5　 1．3 1 P l ～P 2　 1 ．9 8 ① 7 0 × 58 × 8

② 3 4 × 28 × 22

③ 5 8 × 56 × 26

④ 6 8 ×6 0 × 15

⑤ 3 8 ×3 3 × 24

⑥ 3 8 ×2 3 × 22

全体 に布 もち。

H 8 に切 られる。P 2 ′）P 6　 1．4 6 P 3 ～P 4　 1 ．6 7

P 5 ～P 4　 1．6 2

P 6 ～P 3　 1 ．84

F 3

スー 1 1・1 2

セー 1 ト 1 2

2 × 2

側柱

3．3 0

P l ～P 3

3．2 0

P 3 ′－P 5
N －660－W

P l～ P 2　 1．79 P 3～ P 4　 1．50 （彰6 5 ×6 2 × 3 1

② 6 0 ×5 3 ×2 4

③ 7 0 ×6 0 ×4 7

④ 6 0 ×5 4 ×4 5

⑤ 5 7 ×4 5 ×3 5

H 2 に切 られ る。

P 2～ P 3　 1．5 1 P4 ′－P 5　 1．70

F 4
コー8 ・9

サー 7 ・8
長方形 1 × 1

4 ．3 8

P l～ P 2

3 ．2 5

P 2′）P 3
14 ．0 N －7 90－W

P 3 ～ P 4　 4 ．3 3 P l～ P 4　 3．18 （彰10 3 × 10 0 × 31

② 94 ×8 7 ×3 7

③ 85 ×8 5 ×3 2

④ 10 0 × 80 × 32

第4表　掘立柱建物址計測一覧表
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巌互

標高712．60m
（1．80）　　　2m

1層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

しまり・粘性弱い。

ロームブロック・

炭化物を多量に含む。

2層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり・粘性あり。

下層に水がわく。

†＿≠＿∴
調査区外

A

院
A！

標高713．90m
（1・80）　　　　2m

1層　暗褐色土（10YR3／3）
褐色ローム・不定大ブロック
を少量含む。炭化物を含む。

2層　褐灰色士（10YR4／1）灰主体。
炭化物・焼土粒子
褐色ロームを含む。

三
．
「
ニ
一
＼

澤
．
－
－
八
＼

荒
◎
…

4

士

丁

標高712．90m
O　　　　（1：80）　　　2m

1層　黒褐色土（10YR3／1）

しまり弱く、粘性あり。

。㌦蒜2m　　翫勿
1層　黒褐色土（10YR3／1）

しまり・粘性あり。

2層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり。

㌣
＼
l
ト
ー
t
l

互

万　‾‾l・彪
0　標幣討Om　2m

1層　暗黒褐色土（10YR3／4）しまり・粘性あり。
褐色土ブロック主体。炭化物を微量含む。

隼d意′
A A′

診瘍玩房

標高713．70m
O　　　（1：80）

標高713．60m
O　　　　（1：80）

標高713．50m
O　　　（1：80）

￥雰互
△　　　　　　　　A′

あ這表蒜誘
標高713．90m

O　　　　（1．80）　　　2m

1層　暗黒褐色土（10YR3／3）

褐色ロームを含む。

2m l層　黒褐色土（10YR3／1）

1層　暗黒褐色土（10YR3／3）
しまり・粘性あり。

下層に炭化物を含む。

一題
2m

1層　赤色士（10R4／8）しまりあり。

焼土ブロック状態。

2m

しまり・粘性あり。

2層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり。

焼土粒子・炭化物を含む

0　標幣競Om　2m

1層　にぷい黄褐色土（10YR5／4）

しまり・粘性あり。

黄色ローム中に褐色ブロックを含む。

1層　黒色土（10YR2′1）　　　0　標幣畠；Om
黒褐色土と

褐色ロームの混在土層。
1層　暗褐色土（10YR3／4）しまり弱く、粘性あり。下層に褐色ブロックを含む。

第38図　Dl～12号土坑実測図
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二二二二三一二二栄二
A A′　　　　　　A A′

亥威
0　標幣謂Om　2m

1層　暗褐色土（10YR3／3）

しまり弱く、粘性あり

ローム粒子を

多量に含む。

熟表惑
0　標暫群Om　2m

1層　暗褐色土（10YR3／4）

しまり・粘性あり

ローム粒子を

多量に含む。

D18

A瘍A′
標高713．90m

（1：80）　　　2m

1層　褐色土（10YR4／4）
ローム二次堆積主体
灰黄褐色土・
黒色土を含む。

－ニー‾　這
心　　　　＜了、、1　　4

標暫岩Om　2m

1層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり・粘性あり

一‾‾「、頑

A′

標高713．60m
（1：80）　　　2m

ローム粒子を多量に含む0　　1層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり・粘性あり

小石を多量に含む

1層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり・粘性あり。
炭化物を微量含む。

2層　褐色土（10YR4／4）

しまり・粘性あり。
3層　褐色土（10YR4／4）

しまり・粘性あり。
炭化物を含む。

標高713．30m
（1：80）　　　2m

1層　黒褐色土（10YR3／2）
しまり・粘性あり
炭化物を微量含む

二十∴　千　二
A A′

A A′

彪　　翫彩　A
標高713．80m

（1：80）　　　2m

1層　暗褐色土（10YR3！3）しまり・粘性あり

ローム粒子を多量に含む

2層　黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり

炭化物を少量含む

3層　褐色土（10YR4／6）しまり・粘性あり。

ローム粒子を含む。

一
一
－
ン
l
虜

〃

一

　

　

灯

一

0

層
層

1　2

標高713．80m

（1：80）　　　2m

暗褐色土（10YR3／4）
黄褐色土（10YR5／6）

ローム主体。
黒褐色土を含む

1層　灰黄褐色土（10YR4／2）
褐色ロームと

黒色土の混在土層。

生　　　A′

／‾丁‾‾奏葬

標高713．80m
（1：80）　　　2m

1層　灰黄褐色土（10YR4！2）
黒色土・褐色ローム
を少量含む。

、
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一

一

－

～

A′

0　標暫岩Om　2m

1層　黄褐色土（10YR5／8）しまり・

粘性あり。ロームブロックと

黒色土ブロックの混合土。

2層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性

やや弱い。小石を多量に含む。

第39図　D13～27号土坑実測図
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瘍姦表
標高713．90m

（1：80）　　　2m

1層　黒褐色土（10YR3／2）¢3～5cm大の
磯を多量に含む。

2層　にぷい黄橙色土（10YR6舟）ローム主体
¢　3～5cm大の礫を多量に含む



0　標宮部Om　2m

1層　にぷい黄褐色土（10YR5！3）
炭化物を極少量含む。

2層　黒褐色士（10YR3／2）
褐色ロームを含む。

D31

潅A′
A A′

あ蒜表召
標高713．30m

O　　　（1：80）　　　2m

1層　暗褐色土（10YR3／3）

しまりあり、粘性弱い
炭化物・土器粉を
多量に含む。

三二肇
m2

m0

．．．．－－　　　　　8　）

＜

　

　

2

．

8

0

勿勿瘍
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（180）　　　2m

D34

打

下

丁

0

ム

へ
．
せ
l
l

l
く
こ
、
∴
、
y
、
．
喜
〕
＼

∴

m2
m0

3

、

－

ノ

1

2

．

8

0

耐
圧

標

1層　黒褐色土（10YR3／1）

しまり・粘性あり，

褐色土ブロックを

多量に含む。

1層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり・粘性あり。

褐色土ブロックを含む

2層　黒褐色土（10YR3／1）

しまり・粘性あり。

土器を含む。

3層　黒褐色土（10YR3／2）

しまり弱く、粘性あり

褐色土ブロックを含む

＜l

l

房瘍表瘍瘍貢
標幣吉dヲOm　2m
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勿瘍‾

D30

一
－
一
－
一
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調
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区
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標高713．40m
O　　　（1・80）　　　2m

1層　暗褐色土（10YR3／3）

しまり弱く、粘性あり

2層　黒褐色土（10YR3！1）

しまり弱く、粘性あり

炭化物を含む。

3層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり。

小石を多量に含む。

二
「
　
ニ
ー

、
＜

＜

準べヽ
－－．．k

標高712．60m
（1．80）　　　2m

1層　黒褐色土（10YR3／2）
しまり・粘性あり

石を多量に含む。

0　標暫岩Om　2m

1層　黒褐色士（10YR3／2）

しまり・粘性ありl

褐色土ブロック

を含む。

1層　褐色土（10YR4／4）しまり・粘性弱い。

小石を多量に含む。焼土粒子を含む。

2層　赤色土（10R4／8）しまり弱い。

焼土ブロック状で、一部硬質化している。

第40図　D28～39号土坑実測図
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標高71320m
（180）　　　2m

1層　黒褐色土（10YR3／1）

しまり・粘性あり。

炭化物を微量含む。

2層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり。

ロームブロック主体

海嶺l一ll一㍉益‥

1層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり

ロームブロック

を多量に含む。

＜I　　　　　　　叫
l

三麦彦云癖三

標暫岩Om　2m

1層　にぷい黄褐色士（10YR4／3）

しまり・粘性あり。石を含む
ローム粒子を多量に含む。
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一
l
q

標高713．10m
（1：80）　　　2m

1層　褐色士（10YR4！4）

しまり・粘性あり
ローム粒子を

多量に含む。

〆グ　D43

瘍標高713．10m
（1：80）　　　2m

二一二l干

A瘍功互
標高712．80m

（1：80）　　　2m

＼

1層　黒色士（10YR2／1）
褐色ロームを

少量含む。
2層　褐色士（10YR4／6）

ローム二次堆積

A′

1層　暗褐色土（10YR3／3）しまり・粘性あり

炭化物を微量含む

2層　褐色土（10YR4／6）しまり・粘性あり

し11－‥‥11．‥lllll‥lJlLl》ヾ
い、感、Hlト

＜

1層　黒褐色土（10YR3／2）
褐色ロームを
少量含む。

2層　褐色土（10YR4／6）
ロ～ム二次堆積。

標高713．00m
O　　　（1‥80）

1層　黒褐色士（10YR2！3）

しまり・粘性弱い。小石を多量に含む。

＼∴産
挽物勤勉彪

0　標暫霊Om　2m

第41図　D40～50号土坑実測図
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1層　黒褐色土（10YR3／1）

焼士ブロックを多量に含む

2層　黒褐色土（10YR3！1）

しまり・粘性あり。

3層　褐色士（10YR4／4）

しまり・粘性あり。

褐色士ブロックを含む。

4層　褐色土（10YR4／6）

しまり・粘性あり。

ロームブロックを含む。

5層　黒色士（10YR2／1）

しまり弱く、粘性あり。

標高713．00m
（1：80）　　　2m

1層　灰黄褐色士（10YR4／2）砂利層
2層　褐色土（10YR4／6）砂層。
3層　黒褐色士（10YR3／1）砂層。

二二二
A′

あ勿彪感
0　標暫岩Om
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第43図　土坑出土遺物実測図（2）
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堰塾1。。皿
024～2完28・29…6・7cm（2．3）　3．3cul
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‾喝闇紗
∠＝＞ 35

33

30へ一32　（1こ4）　10cm

o　霊4　雷　雲忠

第44図　土坑出土遺物実測図（3）

5．土　坑
今回の発掘調査では50基の土坑を調査した。規模や形態は千差万別で、検出位置に関しても調査区

全体に広がっていた。これらの事から個々の土坑について使用目的や所産時期を確定することは難し

いものの、埋嚢が検出されたD13．38号土坑や石組み炉の様な形態で検出されたD19号土坑はいずれ

も縄文中期の所産と考えられ使用目的も推測できる数少ない例である。この他には先の掘立柱建物址

の項でも触れたがD43．44．46．49号土坑などはその配置や覆土から焼土が検出されていることなどか

ら掘立柱建物址の可能性も指摘できる。また、D48号土坑は人頭大の礫の下に木製の板があり歯が検

出されたことから墓墳と考えられる。以上、検出された土坑についてまとめてみたが周辺部に広がる

各期の集落址調査が進めば新たなる見知も得られると考えられる。

一48－



遺構名 グリッ ト 形態
長軸長

（cm ）

短軸長

（cm ）

深 さ

（cm ）
長軸方位 重複 関係

土坑内 ピッ ト

（長 ・深 ・cm）

備考

D l クー15 円形 9 2 8 7 7 2 N －33－O　w D 3 5→D l

D 2 クー13 楕 円形 1 1 2 6 1 1 7 N －5－。W

D 3 チー13 ・14 円形 13 2 1 24 2 6 N w9。”E

D 4 セ・ソー14 不整形 14 3 1 1 8 2 7 N －26 0　－E 焼土有

D 5 ソー14 ・15 楕 円形 14 8 9 8 2 9 N －60　－E

D 6 ソー14 ・15 楕 円形 1 1 2 9 0 3 8 N －15 0　－W P 5 7 3→D 6

D 7 チ・ツー14 方 形 17 3 1 14 5 0 N －63 0　－W

D 8 シー14 ・15 方 形 17 4 1 6 1 2 8 N 榊38 0　－W

D 9 －A セ…12 不整形 〈100〉 〈76〉 17 N 榊50 0　…E M l→D 9 4 8・2 0

D 9 － B セー12 不整形 〈175〉 〈56〉 25 N 暢81 0　柵W ／／ 20 ・5

D l O
セー5

ソー4 ・5
不整形 〈308〉 〈16 1〉 25 N －4 8。榊W H 12 →D lO

D l l セー6 ・7 不整形 163 7 2 2 4 N －36。－W 3 9 ・10

D 1 2 ター14 楕円形 13 2 1 0 7 2 1 N －70 0　－W

D 1 3 スー6・7 不 整形 98 7 0 2 6 N －4 30　－W 3 3 ・12

D 1 4 ツー8・9 円形 11 0 1 0 3 2 6 N －3 70　－E 2 6 ・9

D 1 5 ツー8 楕 円形 107 8 6 3 7 N －14 0　－E

D 1 6 チー12 楕 円形 154 1 1 3 1 8 N －58 0　…W 土器有

D 17 セー10 不 整形 12 0 6 5 2 8 N －37 0　－W

D 1 8 ス…7 不整形 16 2 9 7 2 3 N －10　－W 4 5 ・8

D 1 9 サ・シー7 楕 円形 112 7 5 2 7 N －40　－W 石多有

D 2 0 テー9 ・10 〈1 1 3〉 〈54 〉 2 6 H 4 →D 2 0

D 2 1 サー8 ・9 不整形 28 7 8 7 4 6 N －15 0　－W
北　 36 ・31

南　 35 ・20

D 2 2 ツー9 ・10 楕 円形 13 6 1 0 2 2 6 N －57。－W P 2 54 →D 2 2

D 2 3 テー9 ・10 楕 円形 〈120〉 94 3 0 N －31 0　－E
P 3 0 9 ・P 3 1 0→

H 4→D 2 3

D 2 4
コ…9 ・10

サ…10
長方形 33 7 1 0 3 2 2 N －30 0　－E

P 3 2 9・P 3 3 0→D 2 4

D 2 5 ソ…7 不整形 169 7 2 3 4 N －4 7 0　－W H 1 3・H 1 6→D 2 5 3 4 ・2 3

D 2 6 テ・トー11 楕円形 12 8 1 1 2 3 0 N －74 0　－W P 6→D 2 6

D 2 7 スー7 不整形 176 8 5 1 9 N －72 0　－W 4 0 ・9

D 2 8 ツー9 ・10 ？ 13 0 3 8 1 5 N －4 5 0　－W D 2 2一→D 2 8 3 7 ・3 1

D 2 9 ケ…8 不 整形 174 1 1 7 1 4 N －4 7 0　－W F l ・P4→D 2 9

D 3 0 かキー9 ？ 〈10 5〉 〈65〉 57

D 3 1 ケ・コー9 方形 10 3 9 4 2 1 5 N －2 00　－E

D 3 2 キー9・10 不 整形 19 0 1 1 4 2 2 N －110　－W F l ・P 1 2 →D 3 2 3 3 ・17

D 3 3
キー14 ・15

ク…15
？ 〈15 4〉 〈52〉 57 N －3 10　惰E

P 5 2 7→D 3 3

D 3 4 ケー15 楕 円形 13 0 9 2 1 7 N －2 10　－W

D 3 5 クー14 ・15 不整形 15 8 1 1 7 2 9 N －24 0　－E

D 3 6
コー11

サー10・11
方形 24 0 18 0 1 5 N －54 0　－W

D 3 7 クー15 ？ 8 8 4 1 2 0 N －23 0　－E 4 2 ・13

D 3 8 キー10 円形 〈44〉 4 2 8 N －38 0　－W 土器有

D 3 9 クー1 1・12 不整形 29 0 1 8 4 1 7 N －39 0　器E 2 9 ・15

D 4 0 キー1 1 楕 円形 17 6 1 15 2 2 N －6 10　－W

D 4 1 サー15 ？ 〈13 5〉 〈47〉 26 N －62 0　－W P 4 5 9→D 4 1

D 4 2 サー14 方 形 19 0 〈1 18〉 3 1 N －72。－W P 4 7 3→H l→D 4 2

石 ・板

D 4 3 ケー12 弓3 不整形 〈250〉 74 4 9 N －37 0　－E D 4 4→D 4 3

P 5 9 0 →D 4 7

H 1 2→D 5 0

D 4 4 ケー13 ？ 26 0 9 5 4 9 N －77 0　－W

D 4 5 ケー13 楕円形 22 0 1 7 8 1 4 N －80 0　－E

D 4 6 ク・ケー13 楕円形 12 7 7 3 5 7 N ≠4 5 0　－E

D 4 7 コー12 ・13 不整形 17 5 1 1 4 4 4 N －23 0　－W

D 4 8 シー12 円形 60 5 7 2 2 N

D 4 9 ク・ケー12 三角形 2 7 2 1 3 5 4 6 N －60 0　－W

D 5 0 リー5 ？ 18 4 6 8 1 5 －

第5表　土坑計測一覧表
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6．溝状遺構
調査では2本の溝状遺構が確認された。M1号溝状遺構は南北に、M2号溝状遺構は東西に伸びる遺構

と考えられるがいずれも両端は自然に消える状態であった。用途は不明である。また、H5とH11号住

居址の間に細い湾曲した溝が検出されたが、縄文住居址の残存とも考えられたが確証を得なかった。

生物姦頭旦′　M2
標高713．70m

（1こ100）　2．5m

1層　黒褐色土（10YR3佗）

しまり・粘性あり。

黒色土ブロックと

黄色土ブロックの混合土

＜I

＜l

標高71310m

（1こ100）　2・5m

‥塾．－・：：：‥

÷士：・、・‥・塾・・

．・‾‘：：＿：‾：二：

1層　暗褐色土（10YRj／3）
しまり・粘性やや弱い。
石を多量に含む。

一
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‥
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1

　

　

1代
目
冊
Ⅶ
Ⅶ

11

1～8　（い4）　10cm

12　　（1ニ3）　6．7cm

0　　9～11（2ニ3）　3．3cm

第45図　Ml．2号溝状遺構及び出土遺物実測図

7．ピット
ピットは576個検出された。主に調査区南西側と南東コーナーに多く検出されたが、使用日的を積

極的に推測しうるものはなかった。詳細はピット計測表を参照されたい。
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遺構名 出土位 置 長径 ×短径 ×深 さ 形　 態 覆　 土 出土遺物 重複関係
P l トー11 9 1 × 65 ×2 1 楕円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2 ） 縄文前期・中期

′　ヽ

P 2 トー11 3 8 × 35 ×24 円形 黒褐色土 （1 0Y R 2／2 ）

P 3 ト…11 6 1 ×4 5 ×3 5 方形 ／1

P 4 トー11 7 5 × 55 × 2 0 方形 灰黄褐色土 （10 Y R 4 ／2）

P 5

P 6

ト…1 1 8 7 ×6 5 × 26 （テ ラス1 6） 楕 円形 ／／
トー1 1 8 5 ×7 5 × 13 円形 黒褐色土 （10 Y R 3 ／2） 須 恵器坪、土師器杯 D 26 を切る

P 7

P 8

トー1 1 3 7 ×3 6 × 25 円形 黒褐色土 （10 Y R 2 ／2）
ノヽ 0

P 8 を切る。
トー1 1 6 5 ×5 0 × 25 不整楕 円形 黒褐 色土 （10 Y R 3 ／2） P 7 に切 られる。

P 9 トー1 1 25 ×2 2 × 7 円形 1／
P l O テー1 1 24 ×2 2 × 16 楕 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4／2 ） 縄文前期 ・中期

P l l テー1 1 24 ×2 2 × 16 円形 黒褐色土 （10Y R 2／2 ） 縄文前期 P 12 6 を切る。
P 12 ト…1 1 53 × 4 8 × 19 楕 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4 ／2 ） 縄文中期
P 13 トー12 5 5 ×4 0 ×1 1 楕円形 黒褐色土 （1 0Y R 2／2 ） 縄文前期
P 14 トー12 7 1 ×4 5 ×2 2 （テ ラス 11） 楕円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2 ）

P 15 トー12 3 5 × 33 ×1 6 円形 黒褐色土 （1 0Y R 3 ／2）

P 16 トー13 3 4 × 30 ×2 0 楕 円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2） 縄文中期

P 17 トー1 2 7 1 ×6 2 × 12 楕 円形 ／／
P 18 トー1 2 84 ×5 6 × 18 （テ ラス2 6） 楕 円形 黒褐 色土 （10 Y R 2 ／2）

P 19 トー1 2 6 2 ×5 5 × 2 1 楕 円形 ／／ 土 師器埠 調査区外 にかか る。
P 2 0 トー1 2 58 ×3 5 × 1 1 楕 円形 黒褐 色土 （10 Y R 3 ／2） 土師器杯

P 2 1 トー12 45 ×4 3 × 13 円形 〃 土師器坪（内黒）

P 2 2 トー12 28 ×2 5 × 12 円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4／2）

P 2 3 ナ…13 57 ×2 7 × 16 不整楕 円形 黒褐色土 （10Y R 3／2 ） 調査区外にかかる。
P 24 テー1 1 4 5 × 3 5 × 19 楕 円形 ／／
P 25 テー11 70 × 35 ×1 0 方形 ／／ 縄文

P 26 テ 1 11 4 5 × 36 × 7 楕円形 ／／ 縄文前期

P 27 テー11 3 5 × 24 × 8 楕円形 ／／
P 28 テ …11 4 7 ×4 4 ×1 0 楕円形 灰黄褐色士 （1 0Y R 4 ／2）

P 2 9 ツー11 5 5 × 25 × 1 1 楕 円形 黒褐色土 （1 0Y R 2 ／2） 縄 文中期
P 3 0 ツ ー1 1 4 2 ×2 5 × 14 楕 円形 黒褐色土 （10 Y R 3 ／ 2） 縄文

P 3 1 ツ ー1 1 3 5 ×3 3 × 12 円形 1／ 灰粕皿、縄文

P 3 2 ツ ー1 1 3 2 ×3 1 × 29 円形 ／／ 縄文
P 3 3 ツー1 1 3 0 ×2 9 × 7 円形 ／／
P 34 ツー1 1 46 ×3 3 × 7 楕 円形 〃
P 3 5 ツー1 1 4 0 ×3 8 × 8 楕 円形 ／／ 縄文

P 3 6 ツー1 1 75 ×4 3 × 17 （テラス 5 ） 楕 円形 ／／ 縄文前期 ・中期

P 3 7 ツー1 1 4 4 ×44 ×1 3 円形 ／／
P 38 ツー11 4 8 ×4 6 ×1 5 円形 ／／

P 39 トー13 3 5 × 3 1 ×14 円形 ／／

P 4 0 トー13 2 7 × 25 × 6 円形 ／／

P 4 1 トー13 2 8 × 27 × 1 8 円形 ／／
P 4 2 二「－13 3 6 ×3 2 × 2 0 方形 ／／ F 2 を切る。
P 4 3 丁㌧－1 3 3 0 ×2 5 × 16 方 形 灰黄褐色土 （10 Y R 4 ／2）

P 4 4 テ ー1 3 4 0 ×3 5 × 26 楕 円形 黒色土 （10 Y R 2／1）

P 4 5 フ一一1 3 7 3 ×4 8 × 26 楕 円形 黒褐 色土（10Y R 3／2 ） 縄文
P 4 6 ツー1 3 6 5 ×5 2 × 19 方形 ／／ 縄文前期 ・中期

P 4 7 ツー13 4 2 ×4 2 ×4 5 円形 〃
′　　　　　　　　′

縄文 中期
P 4 8 トー13 80 ×74 × 12 円形 黒色土 （10Y R 2／1） ′

縄文
P 4 9 テー13 35 ×3 5 ×2 4 不整方形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 50 アー14 4 0 × 3 7 ×2 9 楕円形 ／／
P 5 1 シー13 8 2 × 65 ×2 1 方形 〝　ローム ブロック多含。 縄文中期

P 52 シー13 2 0 0 ×7 5 × 30 楕円形 〃　　　　　　　　　　　　　　 ／／
′

P 53 シー14 8 2 × 72 ×1 0 楕円形 〃　　　　　　　　　　　　　　　 ／／ 縄文前期
P 54 シー13 7 0 × 70 ×3 0 円形 ／／

′
縄 文中期

P 5 5 シ…1 3 7 2 ×5 5 × 1 1 楕 円形 ／1
′

P 5 6

P 5 7

P 5 8

P 5 9

シー1 3 3 0 ×2 8 × 9 円形 〃

ンノー1 3 3 5 ×3 3 × 13 円形 ／／
ン′－14 30 ×2 5 × 14 楕 円形 〃

ンノー14 28 ×2 7 × 12 円形 ／／

P 6 0 シー14 93 ×8 5 ×2 2 円形 ／／ 土師器坪、須恵器杯
P 6 1 スー14 97 ×8 2 × 18 方形 ／／ 縄文 調査区外にかかる。
P 62 スー14 73 × 42 × 16 不整楕円形 〃 陶磁器（近代） ／／
P 63 スー13 10 0 ×9 3 × 30 楕円形 ／／ 土師器坪、縄文

P 64 チ ー13 18 × 18 ×2 3 円形 ／！ 土師器杯
P 65 チ ー13 3 3 × 33 ×3 9 円形 ／／
P 6 6 チ ー13 5 0 ×4 2 × 2 6 （テ ラス 17） 楕 円形 ／／ 縄文
P 6 7 ソー13 5 9 ×4 8 × 2 7 楕 円形 ／／
P 6 8　 、

P 6 9　 、

ノー14 4 9 ×4 5 × 16 円形 〃

ノー14 5 5 ×4 4 × 30 （テラス1 7） 楕 円形 ／／
P 7 0 チ ー1 3 3 8 ×3 4 ×2 3 楕 円形 〝　 炭化物多 含。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′縄文前期 ・中期
P 7 1 チー13 12 0 × 63 ×3 2 不整楕 円形 1 層 ：黒褐色土（10Y R 3／2 ）。褐色 ローム粒子を少 し含む。　 ′

2 層 ：黒褐色土（10Y R 3／1）。褐色土 ローム粒子 を少し含む。

3 層 ：褐色土（10Y R 4／6 ）ローム主体。黒褐色土 を少し含 む。

：柱痕。暗黒褐色土（10Y R 3／3 ）。

′　　　　　　　　／
縄文 中期、土師器杯

P 72 セ ー12 87 × 6 5 ×3 8 （テラス 32） 楕円形 褐色土（1 0Y R 4 ／4） 一部焼土粒子含。 土師器坪、土師器賓
P 73 セ ー12 56 ×4 8 ×14 楕円形 褐色土（1 0Y R 4 ／4）

P 74　 －シー11 75 × 60 ×4 3　　　　　　　 本膏円形 褐色土（1 0Y R 4 ／4）

P 75 、ツー14 4 6 ×4 6 × 3 9 円形　　　　　 ノ黒色土 （1 0Y R 2 ／1）　　　　　　　　　　　　　　　　 系曜文、土 師器坪
P 7 6 ス ー11 6 7 × 55 × 20 （テ ラス 10） 不整楕円形 ／／ 縄 文
P 7 7 ス ー1 1 7 3 ×7 0 × 32 円形 褐色土 （10 Y R 4 ／4 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ク須 恵器賓
P 7 8 ス ー1 1 9 0 ×8 0 × 7　　　　　　　　 本毒円形 ／／ 縄文
P 7 9 、ツー14 5 0 ×5 0 × 3 1 円形　　　　　 ノ黒褐 色土 （10 Y R 3／2）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′縄文前期
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P 8 0 ツ ー14 2 7 ×2 0 × 2 2 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1）

P 8 1 ツ ー14 3 4 ×3 2 × 1 9 円形 ／／

P 8 2 ツ ー1 3 5 2 ×5 2 × 1 8 円形 ／／

P 8 3 ツー14 3 8 ×3 6 × 26 円形 ！／

P 84 ツー13 7 0 ×4 8 × 18 方形 にぷい黄褐色土 （10 Y R 4 ／3）　 地 山ローム多含。 縄 文前期 ・中期

P 8 5 ツー14 4 0 ×4 0 × 3 1 円形 黒 色土 （10 Y R 2 ／1）

P 8 6 ツー14 4 3 ×3 8 × 19 （テ ラス1 3） 楕円形 にぷい黄褐 色土 （10 Y R 4 ／3）

P 8 7 ツー14 30 ×3 0 × 27 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2）

P 88 ツー13 4 5 ×4 5 × 17 楕 円形 にぷ い黄褐色土 （10 Y R 4／3） 縄文前期

P 89 テー13 38 ×3 5 × 15 楕 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ） 土師器杯

P 90 セ ー13 4 2 ×3 0 × 13 楕 円形 黒色士 （10Y R 2／1） 弥生 中期前半

P 9 1 ター 7 55 ×40 × 18 （テラス 9 ） 方形 褐灰色土 （10Y R 4／1）　 やや 白っぽ い。

P 92 ター 7 3 8 ×32 ×2 2 方形 ／／

P 93 ター7 2 0 × 19 × 4 円形 ／／

P 94 ソー7 4 7 ×4 5 ×2 0 楕 円形 ／／

P 95 セ ー6 3 5 × 35 × 2 1 円形 ／／

P 96 セ ー6 3 1 × 3 1× 7 円形 ／／

P 9 7 夕 一7 3 2 × 30 × 9 円形 黒褐色土 （1 0Y R 3 ／2 ）　 粘質有。

P 9 8 ソ ー6 3 3 ×2 7 × 1 7 楕円形 ／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／／

P 9 9 ツ ー1 3 2 0 ×2 0 × 2 9 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1）

P lOO ツ ー1 3 24 ×2 0 × 3 1 楕円形 ／／

P lO l ツー1 3 2 0 ×2 0 × 8 円形 ／／

P l O2 ツー1 3 4 5 ×4 0 ×4 0 円形 黒褐 色土 （10 Y R 3 ／2） 縄文 中期

P l O3 ツー13 48 ×4 0 × 30 （テ ラス24 ） 楕円形 ／／ 縄文 中期

P l O4 ツー13 5 1 ×4 2 × 19 不整楕 円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4 ／2） 土 師器坪（内黒）

P l O5 ツー13 35 ×3 2 ×2 4 楕 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2） 縄文 中期、土師器杯

P l O6 ツー13 30 ×3 0 × 18 方形 ／／

P l O7 ツー13 4 5 ×2 5 ×2 2 （テラス14 ） 不整楕 円形 ／／

P lO 8 ツー13 34 ×32 ×2 1 円形 〝

P lO 9 ツー13 36 × 33 ×3 4 （テラス2 1） 楕 円形 ／／

P l lO チ ー13 4 0 ×4 2 ×4 5 不整楕 円形 黒褐色土 （10Y R 2／2 ）　 炭化物多含。 P 12 7 を切 る。

P l ll チ ー14 5 5 ×4 5 ×1 9 楕 円形 黒褐色土 （10Y R 3／2 ）　 褐色 ローム多含。

P l 12 チ …14 7 7 × 65 ×3 6 楕 円形 ／／ 縄文

P 11 3 チ ー1 3 17 × 14 ×2 0 不整円形 黒褐色土（1 0Y R 2／2） P 7 1に切 られ る。

P l14 チ ー14 6 7 × 53 × 2 0 不整楕円形 灰黄褐色土 （10Y R 4 ／2） 土師器聾

P 11 5 ソー6 3 8 ×3 0 × 1 8 方形 黒褐色土 （1 0Y R 3／2） 白磁器

P l1 6 セ ー6 4 5 ×3 5 × 2 9 方形 ／／

P 11 7 セー 6 3 1 ×2 8 × 16 楕円形 ／／ 土師器杯（内黒）

P l 18 セー 5 3 3 ×3 0 × 16 楕円形 ／／

P 1 19 セー 6 7 1 ×5 7 × 17 楕円形 ／／ 土師器 賓

P 1 20 セー 6 3 0 ×2 8 × 25 円形 ／／

P 1 2 1 セー 7 34 ×2 8 ×2 0 楕 円形 ／／

P 1 22 ソー 6 3 1 ×2 9 × 15 円形 ／／ H 1 3 を切 る。

P 12 3 セー6 33 ×2 9 × 15 円形 ／／ ／／
P 12 4 ター 7 22 ×19 × 6 楕 円形 ／／ 土師器杯（内黒）

P 12 5 ター 7 14 0 ×5 8 ×3 9 楕 円形 ／／ 弥生 中期前半

P 12 6 テー11 58 × 55 × 12 不整 円形 ！／ 縄文 中期 P l l に切 られる。

P 12 7 チ ー13 6 2 × 55 ×3 1 不整 円形 ／／ 縄文、土師器坪 P 12 7に切られ、P 187 を切る。

P 12 8 セ ー7 3 8 × 35 ×3 3 円形 ／／ 土師器杯

P 12 9 ス ー7 3 0 × 25 ×1 7 楕 円形 〃

P 13 0 チ ー1 3 4 0 × 34 × 2 9 不整円形 ／／ 土師器杯 D 3 に切 られる。

P 13 1 チ ー1 2 3 7 × 34 × 24 円形 黒褐色土 （1 0Y R 2／2 ） 土師器杯（内黒）

P 13 2 チ ー1 1 1 3 2 ×4 2 × 20 不整楕円形 ／／

P 13 3 チ ー1 1 3 3 ×3 2 × 18 円形 ／／

P 134 チー12 4 8 ×4 2 × 19 円形 ／／ 縄文中期 調査 区外 にかか る。

P 1 3 5 セー 6 3 2 ×3 2 × 1 1 円形 黒褐色土 （1 0Y R 3 ／2）

P 1 36 チー13 4 1 ×4 0 ×4 2 不整円形 ／／ 縄文中期 P 7 1 に切 られ る。

P 1 37 チー12 2 7 ×2 5 × 23 円形 黒褐色土 （10 Y R 2 ／1）

P 1 38 チー12 23 ×2 0 × 17 円形 灰 黄褐 色土 （10 Y R 4 ／2）

P 1 39 チー12 30 ×3 0 × 13 円形 ／／ 土 師器賓（武蔵賛）

P 14 0 チー12 4 8 ×4 7 × 17 円形 ／／ 縄文 前期 ・中期

P 14 1 チー12 85 ×6 0 ×2 6 （テラス1 5） 楕 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ） 土 師器杯（内黒）・杯

P 14 2 チー12 35 ×3 0 × 13 楕 円形 〃 土 師器坪（内黒）・坪

P 14 3 チ ー13 3 5 ×3 5 ×4 1 円形 ／／

P 14 4 チ ー13 4 0 × 24 × 9 楕 円形 ／／

P 14 5 チ ー14 8 3 × 72 × 10 楕 円形 ／／ 土師器埠

P 14 6 チ ー14 4 8 ×4 5 ×1 0 楕 円形 ／／

P 14 7 ツ ー8 2 9 × 28 × 1 8 円形 褐色土

P 14 8 ツ ー8 4 5 × 25 × 8 不整楕円形 ／／ 縄文 中期

P 14 9 ツ ー8 2 5 × 21 × 7 不整 円形 〃 P 1 50 に切 られる。

P 15 0 ツ ー8 1 9 ×2 0 × 1 2 円形 ／／ P 14 9 を切 る。

P 15 1 ツ ー8 3 3 ×3 0 × 2 3 楕円形 ／／ 縄文前期 ・中期

P 152 チ ー1 1 84 ×6 0 × 2 9 楕円形 黒褐色土 （1 0Y R 3／2） 縄文前期 ・中期

P 153 ツー1 1 1 10 ×74 ×3 0 楕円形 ／／ 縄文、須恵器杯、土師器杯（内黒）

P 1 54 チー1 1 30 ×2 9 × 18 円形 ／／

P 1 55 チー1 1 24 ×2 3 × 28 円形 ／／ 須恵器杯、土師器杯（内黒）

P 1 56 ター12 4 8 ×3 9 × 14 不整円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1） H 6 に切 られる。

P 1 57 チー14 77 ×4 7 ×2 3 （テ ラス1 2） 不整楕円形 黒褐色土（10 Y R 3／2） 縄文

P 1 58 チー14 4 0 ×2 7 ×2 2 （テ ラス14 ） 楕 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1） 須恵器坪

P 1 59 ター13 55 ×3 5 ×3 2 不 整楕 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ） 灰釆由皿

P 16 0 ター13 5 6 ×4 0 ×2 3　 （テラス1 3） 楕 円形 ／／ 灰粕皿、須恵器杯、土師器坪、縄文

P 16 1 チー14 5 1 × 34 ×3 3 （テラス1 5） 楕 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4／2 ）

P 16 2 チー15 3 8 × 26 × 17 不整楕 円形 黒色土 （10Y R 2／1） 調査 区外 にかか る。
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P 163 チ …1 2 3 4 × 19 × 12 （テ ラス 7 ） 楕円形 ／／

P 164 タ ー1 2 2 7 × 19 × 12 楕円形 灰黄褐色土 （10Y R 4／2 ） 竃型土器、土師器坪

P 165 タ ー1 2 24 ×2 2 × 13 円形 ／／

P 166 タ ー1 2 24 ×2 4 × 22 円形 黒色土 （10Y R 2／1） 縄文

P 167 ター1 2 3 2 ×3 2 × 16 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4／2 ） 須恵器坪

P 1 68 ター1 3 3 0 ×3 0 × 15 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 1 69 ター1 3 3 6 ×2 0 ×2 5 楕 円形 黒色土 （10Y R 2／1 ） 土師器坪（内黒）・土師器杯

P 1 70 チー13 2 5 ×2 3 × 6 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4 ／2 ）

P 1 7 1 チー13 3 5 ×2 5 × 15 楕 円形 ／／

P 1 72 スー7 2 1 ×2 1 × 9 円形 黒褐色土 （10Y R 3／2）

P 1 73 スー6 34 ×34 ×3 2 円形 〃 縄文中期

P 1 74 スー6 3 1 ×2 9 ×2 0 楕 円形 ／／

P 1 75 チー12 30 ×24 ×3 6 円形 黒色土 （1 0Y R 2 ／1） P 17 7 ・P 178 を切る。

P 1 76 チー12 32 ×3 1 × 18 円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2）

P 1 77 チー12 29 ×24 ×2 4 不整楕 円形 ／／ P 17 5 に切 られ る。

P 17 8 チー12 27 × 17 ×2 1 不整楕円形 黒色土 （1 0Y R 2 ／1） 〝

P 17 9 ター13 30 × 16 ×1 9 楕 円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2） 土 師器 坪（内黒）、縄文

P 18 0 ター13 57 × 27 × 7 楕 円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4 ／2）

P 18 1 ター13 2 5 × 24 ×3 9 （テ ラス2 1） 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1） 土 師器坪

P 18 2 ター13 2 9 × 27 ×1 3 円形 黒褐色土（10 Y R 3／2）

P 18 3 ター13 2 0 × 20 × 6 円形 ／／

P 18 4 タ ー13 5 2 ×2 5 × 14 楕円形 ／／ 縄文前期

P 18 5 チ ー13 4 7 ×3 5 × 40 楕円形 ／／ 土師器賓

P 18 6 チ ー13 2 8 ×2 3 × 7 楕円形 ／／

P 18 7 チ ー1 3 3 5 ×2 4 × 15 不整方 形 黒色土 （10 Y R 2／1） 土師器襲 P 1 27 に切 られる。

P 18 8 チ ー1 3 2 7 × 16 × 20 （テ ラス1 2） 楕円形 ／／

P 18 9 タ ー14 6 3 ×4 4 × 8 不整楕 円形 ／／

P 19 0 チ ー14 3 5 ×2 7 × 20 （テ ラス14 ） 楕円形 ／／ 土師器杯、縄文

P 19 1 タ ー14 4 5 ×2 8 × 12 楕 円形 灰黄褐色土 （10Y R 4 ／2 ）

P 19 2 タ ー14 5 1 ×3 8 × 38 楕 円形 ／／

P 19 3 ター14 5 0 ×4 8 ×2 6 円形 暗褐色土（10Y R 3／3） 土師器坪

P 194 チー1 3 3 0 ×3 0 ×2 1 円形 ／／

P 1 95 ツー1 1 4 0 ×3 3 × 8 不整楕 円形 ／／ H l l に切 られる。

P 1 96 ツー1 1 4 2 ×1 9 × 18 不整 円形 ／／ ／／

P 1 97 ツー12 4 3 ×1 8 × 16 不整 円形 ／／ ／／

P 1 98 ター14 38 ×3 5 ×2 9 楕 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1） P 20 0 を切 る。

P 1 99 ター14 52 ×30 × 19 楕 円形 ／／ 縄文前期、土 師器 杯（内黒）

P 2 00 ター14 38 ×30 × 12 不整円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2） P 19 8 に切 られ る。

P 20 1 ター14 30 ×2 1 × 8 楕 円形 ／／

P 20 2 ター14 82 ×48 ×2 7 （テ ラス 17 ） 楕 円形 ／／ 須恵器饗

P 20 3 ター14 32 × 30 ×3 6 円形 〃 縄 文前期

P 20 4 夕一15 57 × 25 ×2 1 不整楕円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1） 調査 区外 にかか る。

P 20 5 ツー12 4 6 × 27 ×2 2 不整円形 黒褐色土（10 Y R 3／2） H ll に切 られ る。

P 20 6 ツー13 8 6 × 63 ×1 3 方形 ／／

P 20 7 夕一14 6 7 × 60 × 2 0 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1）

P 20 8 チ ー8 4 3 × 38 × 1 3 楕円形 黒褐色土（10 Y R 3／2 ）

P 20 9 ター12 2 8 × 28 × 6 円形 黒色土 （10 Y R 2／1）

P 2 1 0 タ ー13 8 5 × 55 × 8 楕円形 灰黄褐 色土 （10 Y R 4／2） 縄文前期

P 2 1 1 ソー13 4 5 × 35 × 15 楕円形 黒色土 （10 Y R 2／1） P 2 16 を切る。

P 2 1 2 セ ー8 2 4 ×2 3 × 1 1 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 2 1 3 ス ー7 3 5 ×3 0 × 20 楕円形 ／／ 土師器杯（内黒）

P 2 14 シー8 5 4 ×4 3 × 15 （テ ラス 8 ） 楕円形 ／／ 須恵器杯

P 2 1 5 シ ー7 4 2 ×3 5 × 19 円形 ／／

P 2 1 6 ソ ー1 2 9 6 ×5 3 × 2 1 不整楕 円形 ／／ P2 11に切られ、P 2 18 を切る。

P 2 1 7 ソー1 2 5 5 ×4 7 × 23 楕 円形 ／／

P 2 18 ソー1 2 4 8 ×3 2 × 9 不 整楕 円形 〃 P 2 16 に切 られる。

P 2 19 ソー12 2 0 ×1 9 × 7 円形 黒色土 （10Y R 2／1）

P 2 20 ソー12 3 5 ×2 8 × 14 楕 円形 黒褐色土（10Y R 3／2）

P 2 2 1 ソー12 2 7 ×2 5 × 12 楕 円形 ／／

P 2 22 ソー12 4 5 ×4 5 ×2 8 楕 円形 ／／

P 2 23 ソー1 1 50 ×3 6 ×2 4 不整 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1） H 7 に切 られ る。

P 2 24 ソー12 30 ×3 0 ×2 2 円形 ／／

P 22 5 スー7 27 ×24 ×2 0 方形 黒褐色土（1 0Y R 3 ／2） 土師器杯

P 22 6 シー8 4 3 ×3 0 ×4 6 楕 円形 褐色土　 炭化物含。

P 22 7 サ ー7 4 4 ×4 2 ×2 0 楕 円形 ／／　　　　　　　　　　 ／／ 土師器杯（内黒）

P 22 8 サ ー7 74 ×44 × 14 不整楕円形 〃　　　　　　　　　　　 ／／ 縄文

P 22 9 シー6 4 4 × 34 ×1 5 楕 円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2） 炭化物含。 縄 文前期

P 23 0 サ ー6 3 6 × 32 ×2 1 円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2） 土 師器 坪

P 23 1 シー6 5 7 × 34 × 6 楕 円形 〃

P 23 2 ス ー6 3 4 × 24 × 6 方形 ／／

P 23 3 シー7 2 9 × 28 × 2 1 円形 ／／ 土 師器

P 23 4 ソー12 2 6 × 20 × 1 0 楕円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4／2）

P 23 5 セ ー12 4 4 ×4 3 × 2 0 円形 黒色土 （10 Y R 2／1）

P 2 3 6 ソー12 4 3 ×4 3 × 14 円形 黒褐 色土 （1 0 Y R 3／2 ）

P 2 3 7 ツ ー11 5 4 ×2 4 × 26 不整円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4／2 ） P 15 3 に切 られる。

P 2 3 8 ツ ー1 1 2 6 ×2 3 × 1 1 不整楕 円形 ／／ 〃

P 2 3 9 ツ ー1 1 5 2 ×2 1 × 15 不整方形 ／／ ／／

P 2 4 0 サ ー7 4 5 ×3 9 × 9 楕円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 2 4 1 ソ ー1 2 4 7 ×3 9 × 17 楕 円形 黒色土 （10Y R 2／1）

P 2 42 ス ー6 4 0 ×2 6 × 1 1 楕 円形 褐色土（10Y R 4／4 ）

P 2 43 スー7 3 5 ×3 4 × 19 円形 ／／

P 24 4 スー5 3 5 ×2 3 × 4 方形 黒褐色土（10Y R 3／2 ） 小石多数。

P 24 5 スー5 33 ×3 3 × 5 円形 黒褐色土 （10Y R 3／2 ）
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P 2 4 6 セ ー5 3 0 ×2 8 ×2 5 楕 円形 ／／

P 2 4 7 シ ー7 34 ×3 3 ×2 0 円形 褐 色土（10 Y R 4 ／4 ） 縄文前期

P 2 48 コ ー8 5 0 ×4 7 × 16 円形 ／／ F 4 内。

P 2 49 テ ー10 2 8 ×2 5 × 9 円形 にぷい黄褐 色土 （10 Y R 5 ／3）

P 2 50 テー10 24 ×2 0 × 9 円形 黒褐色土 （10 Y R 2／2）

P 2 5 1 ツー10 3 9 ×3 6 ×2 9 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 2 52 テー10 5 5 ×3 6 × 13 楕 円形 黒色土 （10 Y R 2／1）

P 2 53 ツー10 6 7 ×59 × 15 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ） 縄文 中期

P 2 54 ツー10 52 ×36 ×1 3 （テラス 18 ） 楕 円形 にぷ い黄褐色土（10Y R 5／3 ）

P 2 55 ツー 9 68 × 42 ×2 2 （テ ラス 14 ） 楕 円形 黒褐色土（10Y R 2／2 ）

P 25 6 ツー 9 54 × 46 ×14 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 25 7 ツー10 60 × 39 × 8 楕円形 灰黄褐色土 （10Y R 4 ／2 ）

P 25 8 ツー 9 55 × 50 ×1 3 円形 黒褐色土（1 0Y R 3／2）

P 25 9 ツー 9 16 × 14 ×14 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1）

P 26 0 ツー10 3 3 × 29 × 9 円形 ／／

P 26 1 テ ー10 3 7 × 30 × 10 楕円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2 ）

P 2 6 2 テ ー10 3 7 × 36 × 36 円形 ／／

P 2 6 3 テ ー10 6 0 × 58 × 19 （テ ラス1 3） 円形 ／／

P 2 64 ツ ー9 3 7 ×3 0 × 34 円形 黒色土 （1 0Y R 2 ／1）

P 2 6 5 ツ ー9 3 3 ×3 0 × 33 円形 ／／

P 2 6 6 ツ ー1 0 1 6 × 15 × 19 円形 ／／

P 2 6 7 ツ ー1 0 2 8 ×2 0 × 9 不整方形 黒 褐色土（10 Y R 3 ／2） P 2 54 に切 られる。

P 2 68 ツ ー1 0 4 5 ×3 9 × 34 円形 ／／ 縄 文中期

P 2 69 ツ ー1 0 4 6 ×4 4 × 13 円形 ／／

P 2 70 ツー10 3 8 ×3 2 ×2 4 円形 黒 色土 （10 Y R 2 ／1）

P 2 7 1 テー 9 2 0 × 18 ×2 1 円形 ／／

P 2 72 テー10 4 1 ×2 9 × 10 楕 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 2 73 ツー 9 24 ×2 2 ×3 0 円形 ／／

P 2 74 ツー10 4 9 ×4 2 ×3 1 （テラス 7 ） 楕 円形 黒色土 （10 Y R 2／1） 土師器坪（内黒）

P 2 75 テー10 4 0 ×3 3 ×2 1 （テラス4 ） 楕 円形 〃

P 2 76 ツー10 34 ×2 9 × 5 不整 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 2 77 ツー10 28 ×24 × 19 （テ ラス12 ） 楕 円形 ／／

P 27 8 テー10 17 0 ×3 1 × 24 （テ ラス 13） 不整楕 円形 ／／

P 27 9 ツー10 32 × 32 ×1 8 （テ ラス 7 ） 円形 黒色土 （10Y R 2／1）

P 28 0 ツー 9 4 2 × 38 × 9 円形 黒褐色土（1 0Y R 3／2）

P 28 1 ツー10 4 6 × 37 ×1 2 楕 円形 〃

P 28 2 シー 7 3 4 × 32 × 1 1 円形 ／／ 土師器坪

P 28 3 シー6 4 5 × 34 × 1 5 楕 円形 ／／

P 28 4 テ ー10 104 ×6 9 × 18 不整方形 黒色土 （1 0Y R 2／1） 縄文前期

P 28 5 テ …10 5 6 ×4 5 × 20 （テ ラス 8 ） 楕円形 黒褐色土（1 0Y R 3 ／2） 縄文中期

P 28 6 ツー10 6 1 × 57 × 10 円形 ／／

P 2 8 7 テ ー9 3 8 × 19 × 13 不整楕円形 1／ 縄文前期 調査 区外 にかか る。

P 2 8 8 チ ー10 3 0 ×2 9 × 10 円形 ／／

P 2 8 9 チ ー1 0 4 6 ×3 7 × 1 1 楕円形 ／／

P 2 9 0 タ ー1 0 3 6 ×3 2 × 23 楕円形 〃

P 2 9 1 テ ー1 0 1 9 × 14 × 7 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1）

P 2 92 ス ー9 4 0 ×3 6 × 16 楕円形 黒褐 色土（10 Y R 3 ／2）

P 2 93 シ ー9 4 0 ×3 6 × 13 楕 円形 〃

P 2 94 シ ー1 0 6 6 ×6 6 ×2 8 円形 ／／

P 2 95 シ ー1 0 7 0 ×6 5 ×2 1 楕 円形 ／／

P 2 96 スー 9 74 ×5 0 ×3 4 不 整楕 円形 〃

P 2 97 ター10 59 ×4 8 × 14 楕 円形 ／／

P 2 98 ター10 77 ×2 7 × 9 楕 円形 ／／ 縄文 中期

P 2 99 チー 9 33 ×3 2 ×2 0 円形 黒色土 （10 Y R 2／1）

P 3 00 チー 9 77 ×5 7 × 16 楕 円形 ／／

P 30 1 チー 9 32 ×2 8 × 9 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ）

P 30 2 夕一10 4 4 ×42 ×1 1 円形 ／／

P 30 3 ター1 1 50 × 4 5 ×1 8 （テラス 9 ） 楕 円形 ／／

P 30 4 ター10 2 5 × 2 1 × 7 不整 円形 黒色土 （10Y R 2／1） H 5 に切 られる。

P 30 5 テー11 2 8 × 19 ×2 0 不整楕 円形 ／／ H 9 に切られる。

P 30 7 テー12 5 0 × 36 × 7 楕 円形 黒色土 （10Y R 2／1） P 34 1を切る。

P 30 8 トー11 3 7 × 35 ×14 円形 ／／ 縄文 中期 P 34 1を切る。

P 30 9 テー 9 3 8 × 30 × 39 楕 円形 ／／ D 23 を切る。

P 3 10 テ ー 9 2 6 × 25 × 14 円形 〃 D 23 を切る。

P 3 11 テ ー10 5 4 × 29 × 19 楕 円形 〃 縄文 中期 D 20 に切 られる。

P 3 1 2 テ ー9 3 8 ×3 0 × 8 楕円形 黒褐色土（1 0Y R 3／2） H 4 に切 られ る。

P 3 1 3 テ ー10 3 4 ×3 2 × 29 円形 ／／ 縄文中期

P 3 14 テ ー1 0 2 5 ×2 4 × 12 円形 ／／ 縄文中期

P 3 1 5 ツ ー1 0 6 1 ×4 5 ×4 6 方形 ／／ D 2 2 に切 られ る。

P 3 1 6 タ ー1 1 7 2 ×4 2 × 12 不整円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2） H 5 に切 られ る。

P 3 1 7 タ ー1 1 5 6 ×3 3 × 16 楕円形 ／／

P 3 1 8 タ ー1 1 3 0 ×2 6 × 21 円形 ／／

P 3 1 9 夕 …1 1 2 9 ×2 6 × 10 円形 ／／

P 3 20 ター1 1 5 5 ×4 5 ×3 4 楕円形 黒 褐色土 （1 0 Y R 3／2 ） 灰和皿

P 3 2 1 ター1 1 8 2 ×8 1 × 17 不整円形 H 7 に切 られる。

P 3 22 ター1 1 9 5 ×3 7 × 10 不 整楕 円形 ／／ 縄文中期 H 7 に切 られる。

P 3 23 チー1 1 58 ×3 7 × 16 楕 円形 ／／

P 3 24 テー1 1 74 ×5 7 ×2 4 楕 円形 黒 色土 （10 Y R 2／1） 縄文 中期

P 3 25 チー12 76 ×7 1 ×3 5　 （テラス24 ） 不整 円形 黒褐色土（10Y R 3／2） 土 師器 埠、 須恵器 坪

P 32 6 テー1 1 4 1 ×3 8 ×3 2 円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4／2） P 3 24 に切 られる。

P 32 7 スー10 52 ×4 9 ×5 3 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ）

P 32 8 コー 9 50 × 48 ×2 2 円形 ／／ 縄文 中期

P 32 9 コー 9 4 9 × 44 ×2 5 円形 ／／ 弥 生中期前 半 D 24 を切 る。
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P 33 0 コー 9 54 ×52 ×2 3 円形 ／／ 縄文中期 D 24 を切 る。

P 33 1 コー10 54 ×53 ×2 6 円形 ／／ 弥生中期前半

P 33 2 トー1 1 2 1× 20 ×3 3 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1）

P 33 3 ソー10 25 × 24 ×1 0 円形 ／／

P 33 4 ソー10 4 5 ×4 0 × 7 円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2）

P 33 5 ソー10 10 5 ×8 2 × 17　 （テラス 9 ）不整円形 黒色土 （1 0Y R 2 ／1） 縄文 中期

P 33 6 セ ー11 59 ×4 5 × 10 楕円形 ／／

P 3 3 7 セ ー11 134 ×3 6 ×2 1 （テラス17 ） 不整楕円形 ／／

P 3 3 8 ツー 9 5 1 ×4 9 × 18 （テラス 7 ） 円形 ／！

P 3 3 9 ソー11 4 4 ×3 9 × 16 （テラス 8 ） 円形 灰黄褐色土 （10 Y R 4／2）

P 3 4 0 テ ー11 3 3 × 10 × 1 1 不整方 形 黒色土 （10 Y R 2／1） H 9 ・P 324 に切 られる。

P 3 4 1 テ ー1 1 6 5 ×5 4 × 6　 （テラス 9 ） 不 整楕 円形 黒褐 色土 （10 Y R 3／2 ） P 3 07 ・P 30 8 に切 られ る。

P 3 4 2 キ ー9 4 1 ×2 2 × 29 不 整方形 〝　 ロー ムブロック多含。 土師器坪

P 3 4 3 キ ー9 2 9 ×2 8 × 39 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ）

P 3 44 キ ー9 3 6 ×2 6 × 23 楕 円形 ／／

P 34 5 キー 9 4 9 ×3 2 × 18 楕 円形 ／／

P 34 6 クー 9 34 ×3 2 × 14 円形 ／／

P 34 7 クー 9 2 6 ×24 × 14 円形 ／／

P 34 8 クー 9 34 ×3 0 × 17　 （テラス11 ） 円形 ／／

P 34 9 クー 8 40 ×3 1 ×4 1 不整方形 ／／ F l ・P 2 に切 られる。

P 3 50 クー 9 12 9 × 1 15 ×4 5 不整 円形 ／／

P 3 5 1 クー 9 78 ×7 5 × 19 円形 〝　 褐色土強。 縄 文中期

P 35 3 ソー1 1 30 4 ×8 9 × 37 不整楕円形 1層：黒色士（10YR2／1）。◎1cm大のレキを多く含む。2層：にぷ噴褐色土（10YR5／3）。地山ロームを多く蝕 調cnl大の

レキを触 3層：黒褐色土（m rR2／2）。◎ト2cm大のレキを蝕 4層：灰黄褐色土（10YR4／2）。地山ロームを多く含む。

土 師器 坪

P 35 4 コ 1 7 4 0 ×19 ×14 円形 灰黄褐色土 （1 0Y R 4 ／2）　 小石多数。

P 35 5 コー 7 26 × 24 × 8 円形 ／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／／

P 35 6 ケー 8 37 × 35 × 7 円形 ／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／／

P 35 7 コ 1 8 3 4 × 30 × 7 円形 ／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／／ 縄文 中期 P 127 に切られ P18 7を切る。

P 35 8 ケー8 3 8 × 35 × 3 3 円形 褐色土

P 35 9 ケー8 2 4 ×2 0 × 8 円形 ／／

P 36 0 ツー 9 4 0 ×3 5 × 12 楕円形 黒褐 色土（10 Y R 3／2 ）

P 3 6 1 ツー9 5 3 ×4 0 × 10 楕 円形 灰 と炭の堆積。焼土 ・灰有。

P 3 6 2 コー10 5 9 ×5 4 × 2 1 不 整円形 暗褐 色土（10 Y R 3／3 ）　 炭化物含。 土師器杯

P 3 6 3 コー10 4 1 ×3 4 × 18 不 整円形 ／／

P 3 64 コー9 1 02 ×44 ×2 0 楕 円形 ／／ 縄文中期

P 3 6 5 ケ ー9 84 ×6 1 × 18 楕 円形 暗褐色土（10Y R 3／3 ） 炭化 物含。 縄文前期

P 3 66 ケ ー9 4 0 ×3 5 × 15 方形 ／／

P 3 67 キ ー9 2 1 ×2 1 × 15 円形 ／／

P 3 68 キー 9 4 6 ×44 × 12 円形 ／／ 縄文中期

P 3 69 ケー 9 5 6 ×5 5 ×2 1 （テラス14 ） 方形 ／／

P 3 70 ケー 9 36 ×3 6 × 6 円形 褐色土

P 3 7 1 ケー 9 7 5 ×44 × 15 （テラス 9 ） 楕 円形 ／／

P 3 72 ケー10 84 ×5 2 ×1 9 （テ ラス 9 ） 楕 円形 ／／ 弥 生中期前半

P 3 73 ケー10 53 ×46 ×1 5 円形 ／／ 縄文 中期 、弥 生中期 前半

P 3 74 キー 8 35 ×33 ×4 6 円形 ／／

P 3 75 キー 9 97 ×37 ×2 0 不整楕円形 ／！

P 37 6 ケー 9 62 ×4 4 ×1 5 楕円形 ／／

P 37 7 ケー10 24 × 23 ×1 7 円形 ／／

P 37 8 ター11 29 × 2 1× 1 3 楕円形 暗褐色土（10 Y R 3／4 ）

P 37 9 サ ー11 4 3 ×4 2 × 2 1 円形 黒褐色土（10 Y R 3／2 ）

P 38 0 コー11 4 7 × 38 × 15 楕円形 褐色土

P 38 1 コー11 6 4 × 56 × 12 円形 ／／

P 3 8 2 コー11 6 1 × 59 × 9 円形 ／／ 縄文 中期

P 3 8 3 サ ー11 4 5 ×4 3 × 19 円形 ／／

P 3 84 シー1 1 4 7 ×4 3 × 28 円形 ／／ 縄文 中期

P 3 8 6 ケ ー1 6 3 5 × 19 × 9 楕 円形 黒褐 色土（10Y R 3／1）

P 3 8 7 ク ー1 6 17 × 16 × 7 円形 ／／

P 3 8 8 ク ー1 6 3 3 ×2 8 × 8 円形 ／／

P 3 89 ケ ー1 6 3 8 ×34 × 12 円形 ／／

P 3 90 クー1 6 54 ×4 5 ×2 2 （テラス14 ） 楕 円形 ／／ 縄文中期

P 3 9 1 ケー1 5 44 ×3 5 × 19 楕 円形 ／／

P 3 92 ケー1 5 44 ×3 6 × 18 楕 円形 ／／ 調査区外 にかか る。

P 3 93 ケー15 4 7 ×42 × 12 円形 ／／

P 3 94 ケ…15 53 ×4 7 ×14 円形 暗褐色土（1 0Y R 3 ／4）

P 39 5 コー15 89 ×73 ×1 7 楕 円形 黒褐色土（1 0Y R 3 ／1）

P 39 6 ケー15 4 7 ×36 ×1 7 楕 円形 暗褐色土（1 0Y R 3 ／4 ）

P 39 7 ケー15 13 8 ×3 0 × 12 不整楕円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／1） 小石多数。

P 39 8 ケー15 36 × 34 ×2 0 円形 ／／

P 39 9 ケー15 36 × 34 × 1 8 円形 〃

P 4 0 0 ケ ー15 6 5 × 39 × 16 楕円形 ／／

P 4 0 1 キ ー14 4 4 × 3 1× 2 7 （テ ラス1 8） 楕円形 〝　 粒子細かい。 P 5 39 を切る。

P 4 0 2 キ ー14 3 6 × 33 × 22　 （テ ラス14 ） 円形 ！／ P 4 03 を切る。

P 4 0 3 キ ー14 4 4 × 38 × 28　 （テ ラス14 ） 不整楕円形 ／／ P 4 0 2 に切 られ る。

P 4 04 クー1 6 3 4 × 33 × 1 1 円形 ／／

P 4 0 5 ケ ー1 5 3 6 ×3 0 × 1 1 円形 ／／

P 4 0 6 ケ ー1 5 3 9 ×4 0 × 1 1 円形 ／／

P 4 0 7 ケ ー1 5 4 1 ×3 5 × 27 （テラス1 5） 楕 円形 暗褐 色土（10Y R 3／4 ）

P 4 08 ケ ー14 4 9 ×4 8 × 16 円形

P 4 09 ケー1 5 3 7 ×3 4 × 31 （テラス15 ） 円形

P 4 10 ケー14 3 3 ×3 3 × 13 円形

P 4 1 1 ケー14 1 14 × 66 ×1 2 楕 円形 黒褐色土（10Y R 3／1）

P 4 12 ケー14 14 1× 50 × 2 8 楕 円形 ／／ P 4 5 1 を切 る。

P 4 13 ケー1 1 7 9 ×6 3 × 15 楕 円形 褐色土（10Y R 4 ／6）
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P4 14 ケ ー11 59 ×50 × 19 円形 ／／

P 4 15 ケ ー10 10 8 ×5 4 × 7 楕 円形 ／／

P 4 1 6 ケ ー10 104 ×6 8 × 14 不整楕円形 ／／

P 4 1 7 ケ ー10 2 8 × 26 × 1 8 （テ ラス 12） 円形 ／／

P 4 1 8 ケ ー10 12 7 ×6 8 × 25 楕円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／1）

P 4 1 9 サ ー1 0 4 0 × 39 × 9 円形 褐 色土（10 Y R 4／4 ）

P 4 2 0 ケ ー1 1 5 4 ×4 6 × 7 円形 黒褐色土（10 Y R 3／2）

P 4 2 1 ケ ー1 2 4 5 ×2 6 × 16　 （テ ラス1 0） 楕円形 ／／ 縄文 前期

P 4 22 ケ ー1 2 3 0 ×2 8 × 13 円形 ／／

P 4 23 ケー1 1 5 3 ×4 9 × 15 円形 ／／

P 4 24 ケー1 1 3 2 ×3 1 × 8 円形 ／／

P 4 25 ケー1 1 28 ×24 × 8 円形 ／／

P 4 26 ケー1 1 34 ×2 9 × 18 円形 ／！

P 4 27 クー1 1 44 ×3 5 × 10 楕 円形 ／／

P 42 8 クー1 1 50 ×3 5 × 19 楕 円形 ／／ 弥生 中期前半

P 42 9 ケー1 1 53 ×36 × 14 楕 円形 ／／

P4 3 0 クー11 36 ×29 × 18 円形 ／／

P4 3 1 ク 1 10 4 4 × 3 1 ×1 4 不整楕 円形 ／／

P4 3 2 クー10 53 ×4 7 ×1 1 楕 円形 ／／

P 4 3 3 クー10 29 × 26 ×1 2 円形 ／／

P 4 3 4 クー10 2 4 × 23 ×1 0 円形 ／／

P 4 3 5 クー10 3 7 × 34 ×1 1 円形 ／／

P 4 3 6 クー1 1 2 08 ×7 9 × 20 不整楕円形 ／／

P 4 3 7 ケ ー1 0 133 ×7 1 × 17 不整楕円形 褐 色土

P 4 3 8 クー1 0 3 6 ×3 2 × 15 円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2）

P 4 3 9 ク ー1 0 2 4 ×2 0 × 10 円形 ／／

P 4 4 0 クー1 0 3 7 ×3 7 × 17 円形 ／／ H 17 よ り新 しい。

P 44 1 クー 9 3 2 ×2 8 × 13 円形 ／／ ／／
P 44 2 クー10 6 2 ×4 7 × 9 円形 ／／ 弥 生中期前半

P 44 3 コー14 34 ×3 3 × 14 円形 〝　 褐色土 ブロック含 。

P 44 4 コー14 38 ×3 5 ×2 2 楕 円形 ／！

P 44 5 コー15 3 1 ×2 8 ×3 2 円形 ／／

P 44 6 コー15 35 ×29 × 10 楕 円形 ／／

P 44 7 コー15 6 1 ×30 × 11 （テラス 6 ） 楕 円形 ／／

P4 4 8 ケー14 72 × 60 ×1 9 不整楕 円形 ／／ 縄文前期

P4 4 9 ケー14 54 × 3 1 ×24 （テラス 7 ） 楕 円形 ／／

P4 5 0 クー 9 2 8 × 27 ×1 5 円形 ／／

P4 5 1 クー14 5 1 ×4 3 ×1 7 楕 円形 ／／ P 4 12 に切 られ る。

P 4 5 2 ケ ー14 3 6 × 34 ×1 7 円形 ／／

P 4 5 3 ケ ー15 4 5 ×4 0 × 14 円形 ／／

P 4 5 4 ケ ー1 5 9 8 × 56 × 14 楕円形 ／／ P 4 0 8 ・P 4 11 に切られ る。

P 4 5 5 ノ7 －　q
ノ　　　　　　　　Lノ

5 8 ×4 4 × 23 不整楕円形 ／／ H 17 を切る。

P 4 5 6 ク ー1 0 3 5 ×2 8 × 20 楕円形 ／／ 土師器杯

P 4 5 7 ク ー1 0 7 0 ×4 6 × 16 楕円形 ／／

P 4 5 8 ケー1 5 54 ×3 6 × 15 楕円形 ／／

P 4 5 9 サー1 5 5 0 ×3 6 × 18　 （テ ラス 8 ） 楕円形 ／／

P 4 60 コー15 3 8 ×3 5 × 10 2 円形 黒色土 （10 Y R 2 ／1） 縄文 前期

P 4 6 1 サー14 4 7 ×44 × 14 不整楕円形 ／／ 縄文 中期 H lに切 られる。

P 4 62 サー14 4 9 ×3 3 ×2 0　 （テラス1 3） 不整楕 円形 黒褐色土 （10 Y R 3／2 ） H lに切 られる。

P 46 3 サ ー14 20 ×1 9 × 5 円形 ／／

P 46 4 サ ー14 4 6 ×3 2 ×2 2　 （テラス16 ） 不整楕 円形 ／／ P 4 62 に切 られる。

P 46 5 コー15 30 ×28 × 14 円形 灰黄褐色土（10Y R 4 ／2 ）

P 46 6 コー14 38 ×3 5 × 16 円形 ／／

P 46 7 コー14 3 9 ×25 ×5 1 円形 ／／

P4 6 8 コー14 4 4 ×4 0 × 2 円形 ／／

P 4 6 9 コー14 5 8 × 32 × 7　 （テ ラス2 5） 楕 円形 ／／

P 4 7 0 コー14 3 5 × 28 × 9 楕 円形 黒色土 （1 0Y R 2／1）　 砂 ・レキ多含。

P 4 7 1 コー14 5 1 × 39 × 2 1 楕 円形 黒褐色土（1 0Y R 3 ／2）

P 4 7 2 コー14 19 × 16 × 5 円形 ／／

P 4 7 3 サ ー14 4 9 ×4 7 × 3 5 円形 黒色土（10 Y R 2 ／1） D 4 2 を切る。

P 4 74 コ ー1 5 8 9 × 79 × 23 円形 灰黄褐色土（10 Y R 4 ／2） P 5 18 を切 る。

P 4 7 5 コ ー14 3 6 ×3 0 × 28 楕円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／2） H l に切 られ る。

P 4 7 6 サ ー1 5 5 3 ×4 3 × 14 不整楕円形 〃 P 5 10 に切 られ る。

P 4 7 7 サ ー1 5 24 ×2 4 × 17 円形 黒色土（10 Y R 2 ／1） 縄文

P 4 78 ク ー12 2 6 ×2 4 × 14 円形 褐 灰色土 （10 Y R 4／1）

P 4 79 クー12 34 ×2 5 × 1 1 円形 ／／

P 4 80 クー12 30 ×2 5 × 9 円形 ／／

P 4 8 1 キー13 19 ×1 5 × 16 円形 ／／

P 4 82 キー12 28 ×2 5 ×2 6 （テラス2 1） 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ） 黄色粒子多含。

P 48 3 キー12 2 1 ×2 0 × 16 円形 ／／ 縄文 前期

P 48 4 キー12 36 ×3 2 ×2 6 楕 円形 ／／

P 48 5 キー12 4 3 ×26 ×2 4 楕 円形 ／／

P 4 8 6 キー12 5 3 × 52 × 8 円形 ／／ 縄文 中期 P 4 8 7に切 られる。

P 4 8 7 キ ー12 2 7 × 24 ×3 2 円形 ／／ P 4 86 を切る。

P 4 8 8 キ ー12 6 9 × 62 × 5 円形 ／／

P 4 8 9 キ ー12 2 0 × 18 × 1 0 円形 ／／

P 4 9 0 キ ー12 3 3 × 32 × 3 3 円形 ／／

P 4 9 1 キ ー1 1 2 6 × 25 × 23 円形 ／／

P 4 9 2 キ ー1 2 7 7 ×6 9 × 10 不整楕円形 ′′　 ローム ブロック多含。

P 4 9 3 キ ー1 2 6 9 ×6 6 × 16 円形 黒褐色土（1 0Y R 3 ／2） ロー ム粒子多含 。 縄文中期

P 4 94 ク ー1 2 1 8 × 17 × 18 円形 ／／

P 4 9 5 キ ー1 1 5 0 ×2 8 × 14 楕円形 ／／

P 4 96 クー1 1 9 0 ×5 1 × 6 楕円形 にぷい黄褐色土（10 Y R 4 ／3） 縄文中期

第11表　ピット計測表（6）
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P 4 9 7 キ ー11 4 7 ×34 ×1 2 楕円形 黒褐色土（10 Y R 3 ／1）

P 4 9 8 クー11 38 × 33 × 9 円形 にぷい黄褐色土（10 Y R 4 ／3）

P 4 9 9 クー11 51 ×4 4 ×2 1 円形 黒褐色土（10 Y R 3／1）

P 5 0 0 コー15 2 8 × 25 ×3 0 （テ ラス2 4） 円形 黒色土（10 Y R 2 ／1）

P 5 0 1 コー15 6 7 × 60 ×1 3 円形 黒褐色土（10 Y R 3／2）

P 5 0 2 コー15 4 4 × 38 × 1 8 （テ ラス 14） 楕円形 〃

P 5 0 3 サ ー14 5 5 × 35 × 2 2 楕円形 ／／

P 5 04 コー15 3 8 ×3 5 × 1 9 不整楕 円形 ／／ P 5 00 に切 られる。

P 5 0 5 コー15 6 7 ×5 9 × 2 7 円形 ／／

P 5 0 6 コー15 3 1 ×2 6 × 12 楕円形 黒色土（10 Y R 2／1）

P 5 0 7 コ ー1 5 3 0 ×3 0 × 19 円形 黒褐 色土（10Y R 3／2 ）

P 5 08 コ ー1 5 3 6 ×3 5 × 14 円形 ／／ P44 7に切られ、P 5 15 を切る。

P 5 0 9 コ ー14 2 5 ×2 4 × 28 円形 ／／

P 5 10 サ ー1 5 7 3 ×5 5 × 19 楕 円形 ／／ P4 59に切られ P 476 を切る。

P 5 1 1 コー1 5 3 6 ×3 0 × 15 円形 ／／

P 5 12 コー1 5 3 9 ×3 0 × 97 （テラス 9 ） 楕 円形 ／／ 縄文前期

P 5 13 サー1 5 5 9 ×44 ×2 5　 （テラス 6 ） 不整楕 円形 ／／ 縄文前期・中期

P 5 14 クー1 1 44 ×3 9 × 17 円形 黒褐色土（10Y R 3／2） 縄文中期

P 5 15 コー1 5 5 3 ×5 0 × 11 不整楕 円形 ／／ P 44 7 ・P 5 0 8 に切 られ る。

P 5 16 サー14 54 ×5 1 ×2 0 （テラス13 ） 不整楕 円形 ／！

P 5 17 サー14 3 1 ×24 ×2 5 楕 円形 ／／

P 5 18 コー15 6 1 ×4 3 × 9 不整楕 円形 ／／ P 4 7 4 に切 られ る。

P 5 19 ケー14 1 9 ×1 6 ×2 0 円形 黒色土（1 0Y R 2 ／1）

P 52 0 ケー14 6 7 ×4 7 × 17 楕 円形 灰黄褐色土（1 0Y R 4 ／2）

P 52 1 ケー14 2 5 ×22 × 5 円形 ／／ 弥生中期前半

P 52 2 クー14 32 ×28 × 13 楕 円形 ／／

P 52 3 クー14 28 ×24 ×1 1 円形 ／／

P 52 4 クー14 4 3 ×35 ×3 0 円形 ／／

P 52 5 クー14 30 ×24 × 5 楕円形 〃 土師器杯

P 52 6 クー14 25 × 18 × 7 楕円形 黒色土（10 Y R 2 ／1）

P 52 7 キ ー14 3 1× 32 ×1 6 不整楕円形 黒褐色土（10 Y R 3／2） D 3 3 に切 られる。

P 52 8 クー14 4 4 × 34 ×1 6 不整楕円形 ／／ 縄文 中期 P 5 3 0 に切 られる。

P 52 9 クー14 2 1× 19 ×1 5 （テ ラス 4 ） 円形 黒色土（10 Y R 2／1）

P 5 3 0 クー15 6 7 × 64 × 2 2 不整楕円形 黒褐色土（10 Y R 3／2 ） P 5 28 を切る。

P 5 3 1 ケ ー14 3 7 × 24 × 18 楕円形 ／／

P 5 3 2 ケ ー14 4 7 × 23 × 33 （テ ラス14 ） 楕円形 〃

P 5 3 3 クー14 18 × 19 × 13 円形 黒色土（10 Y R 2／1）

P 5 34 コー13 7 0 ×4 3 × 9 不整楕 円形

P 5 3 6 キ ー1 0 3 8 × 37 × 10 円形 黒褐 色土（10Y R 3／2 ）

P 5 3 7 ス ー1 1 3 7 ×3 5 × 10 円形 ／／

P 5 3 9 キ ー14 2 4 × 10 × 9 不 整楕 円形 黒色土（10Y R 2／1） P 4 0 1に切 られる。

P 5 40 ク ー1 3 2 6 × 19 × 9 楕 円形 ／／

P 54 1 クー1 3 2 1 × 16 × 13 円形 ／／

P 54 2 クー14 4 3 ×3 7 × 33 （テラス10 ） 円形 ／／

P 54 3 キー14 5 5 ×4 8 × 16 円形 ／／

P 54 4 クー14 4 3 ×2 9 × 13 楕 円形 〃 P 55 3 に切られる。

P 54 5 キー13 2 1 ×2 0 × 8 不整楕 円形 灰黄褐色土（10Y R 4 ／2）

P 54 6 キー13 2 9 ×2 5 × 10 円形 ／／

P 54 7 クー14 22 ×2 0 × 6 円形 黒色土（1 0Y R 2 ／1）

P 54 8 クー14 2 7 ×2 2 × 11 円形 ／／

P 54 9 クー14 22 ×1 9 × 8 円形 ／／ 弥生中期前半 ？

P 55 0 キー14 18 ×1 7 × 7 円形 ／／

P 55 1 キ…13 16 ×1 5 × 9 円形 ／／

P 55 2 キー13 18 ×14 × 6 円形 ／／

P 55 3 クー14 4 9 ×36 × 12 円形 〝 P 544 を切 る。

P 55 4 ケー13 20 ×1 7 ×1 9 円形 黒褐色土（1 0Y R 3／2） 褐色 に近 い。

P 55 5 ケー13 20 ×18 ×2 0 円形 ／／

P 55 6 クー11 4 9 ×36 ×1 2 不整楕円形 ／／

P 56 7 キー13 4 0 ×29 ×1 2 楕円形 黒色土（10 Y R 2／1）

P 56 8 セ ー 9 3 8 × 33 ×1 2 円形 黒褐色土（10 Y R 3／2）

P 56 9 セ ー 9 3 1 × 28 × 6 円形 ／／

P 5 7 0 セ ー9 2 8 × 26 × 8 円形 ／／

P 5 7 1 ソー9 7 8 ×4 4 × 4 楕円形 ′′　 焼土有。 土師器埠（内黒）

P 5 7 2 ソー8 3 0 × 26 × 1 3 円形 ／／ 土師器杯

P 5 7 3 ソー14 7 1 ×6 4 × 14 円形 ／／

P 5 74 セ ー1 3 5 4 ×4 3 × 16 円形 ／／

P 5 7 5 セ ー14 4 1 ×3 5 × 23 （テ ラス 4 ） 円形 黒色土（10Y R 2／1） 炭化物含。

P 5 76 ソ ー1 5 2 5 ×2 3 × 2 1 円形 灰黄褐色土（10Y R 4 ／2 ）

P 5 77 ソ ー14 74 ×5 9 × 34 楕 円形 ／／

P 5 78 セ ー1 2 64 ×2 8 × 1 1 楕 円形 砂利 土師器賓

P 5 80 セ ー1 3 3 0 ×2 4 × 12 方形 黒褐色土（10Y R 3／2 ） 調査区外にかかる。

P 5 8 1 セー1 2 3 6 ×3 2 × 34 （テラス24 ） 円形 黒色土（10Y R 2／1）

P 5 82 セー1 3 2 8 ×2 7 ×3 9 円形 黒褐色土（10Y R 3／2 ） 縄文中期

P 5 83 セー13 60 ×4 7 ×2 6 （テラス13 ） 楕 円形 ／／

P 5 84 ソー13 80 ×5 9 ×2 8 楕 円形 〃

P 58 5 ソー13 34 ×2 7 × 5 楕 円形 ／／

P 58 6 ソー14 35 ×2 5 ×3 4 楕 円形 ／／

P 58 7 ソー14 32 ×28 × 14 円形 ／／

P 58 8 スー1 1 80 ×56 ×3 0 楕 円形 褐色土（1 0Y R 4 ／4）

P 58 9 ソー15 73 ×62 ×2 7 円形

P 59 0 コー13 33 ×30 ×3 8 円形 D 4 7 を切る。

P 59 1 サ ー6 32 ×30 × 7 円形

P 59 2 サ ー 7 4 1 × 30 × 9 楕円形

第12表　ピット計測表（7）
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8．遺構外出土遺物
ここでは表土除去並びに遺構確認時と試掘調査の折りに出土した遣物について記載する。今回の調

査では、調査区西側が遺構確認面まで浅かった為、表土除去時に遣物が多く採集された。また調査区

東側においては地形が片貝川側に落ち込んでいたため基本層序でも述べたが遺構確認面上の第Ⅴ層黒

褐色土が遺物包含層化しており多量の縄文土器と石器が検出された。これら遣物の内、特徴的なもの
を抽出し図示した。

1は灰粕陶器碗である。2と3は土師器坪で、2は内面黒色処理が施されている。4は羽釜の羽の部分

で胎土はやや荒く、色調は赤化していた。5は土師器嚢で、内外面それぞれ縦方向と横方向のパケ目

の残るナデが行われている。特徴は甲斐型土器の厚口線型婆に似る。6は土師器鍋の底部と考えられ

る。厚く重量感がある。4の羽釜の胎土に似る。7は土製晶の羽口である。8は縄文中期のいわゆる佐

久系土器の口線部である。9～12は繊維の混入した縄文前期初頭を中心とする土器群である。12は口

綾部が肥厚し指突が2段おこなわれている。特徴から塚田式と考えられる。13からは石器類で、石嫉

については無茎と有茎がそれぞれ存在する。この他には石錐、削器、打製石斧、凹石等があった。29
は磨製石斧の未成晶と考えられる。
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第47図　遺構外出土遺物実測図（1）

9．調査のまとめ
今回の発掘調査は小田切地区で初めての本格的な埋蔵文化財調査となった。よって、調査成果も数

多くのものがあり、また新たな課題も兄いだされた。本項ではそれら時代を追い概略的に記し調査の
まとめとしたい。

まず、縄文時代としては中期後半の住居址から加曽利EⅢ式、曽利式、佐久系のそれぞれの土器群

が出土し、供伴関係が押さえられたことである。また佐久系土器の分布域についても新たな資料の追

加となった。次に弥生時代としては、今まで佐久平で空白となっていた中期中葉の資料が発見された

ことである。今までも前山の瀧の下遺跡等で断片的には存在したが、まとまった資料報告は今回が初

めてとなる。最後に平安時代であるが、非常に多くの成果があった。まず、東信地域で初となる竃形

土器の出土、白田地域以南では初めてとなる皇朝十二銭の出土、白磁や緑粕陶器といった希少晶の出

土や甲斐型土器の出土などである。これらの出土品の示すものは反田遺跡に存在した平安集落の性格

論に及ぶが、これら出土品のみを持って郷家或いは駅家的な結論に導くのはあまりにも早計である。

当遺跡発見の普遍的な住居形態や集落構成を考えれば慎重な考察が望まれるのは明らかである。
以上、雑泊なまとめであるが新たな課題を提示したことでまとめとしたい。
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第49図　遺構外出土遺物実測図（3）
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反田遺跡出土の縄文土器について
－特に中期後菓「佐久系土器」について一

藤森英二

反田遺跡では、縄文時代前期初頭から前半、同じく中期後葉の土器が出土している。

まず前期初頭から前半ではH17号住居址、M1号溝状遺構、遺構外からの出土があり、胎土に繊維

を多量に含んだ羽状縄文系土器が主体となる。いずれも前期初頭から前半に位置づけられるが、破片

資料が多く細かな型式区分は難しい。但しH17号住居址出土資料については、全体的に繊維の混入量

が多く、さらに6では両脇に刻みのある高さのない隆帯（半隆帯か？）を持ち、8からは砲弾型の器

形がうかがえるなど、東信地方で前期初頭に位置付けられる塚田式から中道式（贅田1999）と言え

ようか。さらに遺構外12についても刻み付きの隆帯と口唇部の刻みから、これに類するものとも考え

られる。

またH1号住居址からはわずかに繊維を含み、竹管による文様を持った黒浜式に平行すると思われ

る資料が一点含まれている（87）。

これら以外の資料は全て中期後菜の土器となる。以下この時期の土器について詳しく見ていきたい

が、前提として「佐久系土器」とした土器について説明を加えておく。

佐久地域における中期後菓土器研究の流れについて、ここで詳しく述べることは割愛するが、以前

から地域的な特色は指摘されていた。特に1990年代以降は、資料の増加などを受け、より具体的な

姿が論じられるようになった。総じてこれらでは、加曽利E式や曽利式の中に兄いだされる独自性を持

つ土器群の把握が問題とされている（百瀬1991e桜井2000◎川崎2001◎綿田2003e藤森2005等）。

この土器群について、いくつかの名称が提唱されているが、ここでは仮称「佐久系土器」とした（百

瀬1991）。尚、その理由については藤森2007を参照して頂きたい。また、筆者はこの「佐久系土器」

を以下のように定義している。

1。目線部文様帯は胴部に比べ肉厚な傾向があり、楕円＋渦巻状の印刻風の区画がされ、内部は鱗状あ

るいは直線の沈線で充填される。口唇部直下は比較的広い無文部を持つ。

2．胴部は沈線または隆帯による区画を持ち、鱗状または綾杉状の沈線で充填される。

3。器形はバケツ型あるいはキャリバー型で、平日緑か四単位の波状日録となる。

本論でもこれに則して分類しているが、実際には曽利式などと区別が付き難い資料も多い。また後

に述べる事と関連するように、資料増加による実情にあわせ、今後の修正も必要かとは考えている。

では実際に反田遺跡出土の土器を見ていこう。中期後菓土器は主にH1号住居址の覆土中、あるい

は埋賓として検出されたものである。概観すると加曽利E式と「佐久系土器」に曽利式が伴う構成で

ある。土坑等出土の土器もほぼこれに準ずる。この傾向は近年調査され地理的にも近い佐久市（旧自

田町）大奈良遺跡を含め、この時期の佐久地域北部の多くの遺跡と一致する。そこでここでは出土状

況などから時期区分も試みられた大奈良遺跡の分析例（藤森2005）を参考に考察を加えていきたい。

まとまった量の出土を見た反田遺跡H1号住居址の資料は、加曽利E式では同Ⅲ式が多く、大奈良遺

跡での後莫3段階（加曽利EⅢ式新段階から加曽利EⅢ式はじめ）～4段階（加曽利EⅢ式）に相当する。

但し量的には同4段階に該当するものが多い（2～12◎40e42～53等）。

一方「佐久系土器」も、上記の定義に当てはめると13～17◎21～22◎36◎68～80等といったよ

うに数多く存在する。さてこの「佐久系土器」は、大奈良遺跡では後莫3段階に多いものの、同2段階

（加曽利EⅡ式中段階）と4段階にもわずかではあるが含まれ、さらにこれら自身による型式学的な分

類は困難な状況であった。よって反田遺跡の資料を段階分けすることもまた困難であり、加えて本遺

構でも少なくともレベルの記録からは両者は渾然とした出土状況にある。つまり本遺構出土の土器を

一時期のものと捉えると、多くが大奈良遺跡後菓4段階に属するものと考えるのが一般的な見方であ

る。

しかし、大奈良遺跡での相対的な童からすると、3段階に相当する土器が多数含まれるとも考えら
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れる。さらに大奈良遺跡のみならず小諸市郷土遺跡の状況やその分析（桜井2000◎川崎2001◎綿田

2003）を参考にすると、反田遺跡H1号住居址出土の土器は、「佐久系土器」が主になる時期（大奈

良遺跡後莫3段階）と、加曽利EⅢ式が主体となる時期（同4段階）という時間差を持っていたという

可能性も大いに考えられる。但しその場合、3基の埋賓については時期差を想定することも必要にな

る。

また、本遺跡ではこれまで不明瞭だった「佐久系土器」の終末に位置付けられそうな土器が出土し

ていることを指摘しておく。すなわち20や59e64◎66◎67e85（加えて遺構外の8）等のように、

目線部文様体を失い、全体として曽利V式に似つつも、「佐久系土器」にあった鱗状沈線文が、縦位

の沈線区画内に施された土器である。「佐久系土器」の終末については、これまでにも川崎氏や綿田

氏が積極的に論じている（川崎2001e綿田2003）。しかし、曽利式や唐草文系土器、あるいは加曽

利E式の終末期のものと対比した場合、これらとの峻別が難しい状況にあり、必ずしもその様相が明

らかにされてはいなかった。上記の土器はこれらを補完する資料と言えはしないか。先に記した「佐

久系土器」に対する定義とは異なる部分もあるが、型式学的にこれらを「佐久系土器」の終段階に置

くことは可能と考えられる。但し、本遺跡では層位的にこれを証明出来ていないことは繰り返してお

きたい。

なおこれらの資料に対し、存知の土器として最も共通点の多いのは曽利Ⅴ式である。この曽利Ⅴ式

と加曽利E式の平行関係の捉え方によって時間的位置付けに相違もあろうが、H1号住居址でも出土童

の多い大奈良遺跡後莫4段階（加曽利EⅢ式期）か、あるいはそれ以降に位置付ける事も想定でき、「佐

久系土器」の系譜が中期の終末まで続く事も可能性としは浮上する。その意味では、31のような曽利

Ⅴ式を中期終末の土器とするか、本遺跡で大多数を占めるこれ以前のものと捉えるのかが、今後改め

て重要な意味を持つと言える。

いずれにせよ、本遺跡の資料についても、今後「佐久系土器」をひとつの土器型式（郷土式土器◎

桜井2000）として認識出来るか否かの検討材料としていきたい。

主な引用e参考文献

百瀬忠幸1991「吹付遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書2－佐久市内その2－』長野県埋蔵文化財センター

綿田弘実1997「縄文土器について」『滝沢遺跡』御代田町教育委員会

贅田　明1999「長野県に於ける縄文前期初頭の様相」『縄文土器論集一縄文セミナー10周年記念論文集－』縄文セミナーの会

本橋恵美子2000「宮平遺跡の縄文土器」『官平遺跡』御代田町教育委員会

桜井秀雄2000「郷戸遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書19－小諸市内一』長野県埋蔵文化財センター

川崎　保2001「駒込遺跡」『県単農道整備事業（ふるさと）大野田地区埋蔵文化財発掘調査報告書一浅科村内一』長野

県埋蔵文化財センター

綿田弘実2003「長野県千曲川流域の縄文中期後菓土器群」『第16回縄文セミナー　中期後半の再検』縄文セミナーの会

藤森英二2005「大奈良遺跡出土の縄文中期後菓土器について」『佐久市埋蔵文化財調査報告書第131集　大奈良遺跡』

臼田町。佐久市教育委員会

藤森英二2007「「佐久系土器」と呼ばれる土器　主にその呼称について」『佐久考古通信No．98』佐久考古学会
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反田遺跡出土の甲斐型土器について

今回の調査では平安時代を中心に5軒の住居址からいわゆる甲斐型土器が出土した。器種は賓e小

型鷺◎坪であり、住居址の年代は10世紀前半を中心とする。ここでは近年資料の蓄積がなされつつあ

る佐久地域出土の甲斐型土器について若干のまとめをおこなってみたい。

佐久地域において甲斐型土器が出土している遺跡は把握できたものとして別表15遺跡である。出土

が集中する遺跡としては今回の反田遺跡と聖原遺跡があるが、遺跡規模から調査住居軒数と出土軒数

で比較すると出土出現率は聖原遺跡の1％に比し、反田遺跡が35％であり当遺跡の特殊性が伺える。た

だ、この出土量については南佐久郡内において大規模な調査事例が少なく、小海町雨堤遺跡において

も1軒の住居址から5点の甲斐型坪が出土しており、山梨県側に近いという地理的要因だけの理由も考

えられる。

次に出土遺跡の分布であるが、佐久地域も従来からの「甲斐型土器は古代官道や街道に沿った分布」

という指摘通り、南佐久の川上村信州峠（小尾道）直下の横尾遺跡に始まり、小海の雨堤遺跡、今回

の反田遺跡と千曲川を下り、野沢平の辻遺跡、そのまま千曲川を渡河し旧北佐久郡内に入る。先に触

れた聖原遺跡周辺にいくつかの分布があり、北限は小諸市の関口B遺跡である。そして、関口B遺跡

の先には浅間山麓を通過する「東山道」がある。このルートは起点の信州峠が異なるがまさしく旧佐

久甲州街道と重なっている。また、反田遺跡は東山道推定ルートから約16km（30里）の位置にあり

興味が持たれる。話しはやや飛躍したが、佐久平における甲斐型土器の分布は古代の街道を示唆する

ものであり、佐久経由で東山道と甲斐国府をつなぎ、その先の「甲斐路」を経て東海道へ繋がる古代

の「中部横断道」の様な位置づけができる。

ただここで疑問なのは、東山道との連絡ルートを考えた場合、都に近い諏訪e富士見経由の方が活

用利点がありそうである。現に東海道に属する甲斐国の在京人が帰郷する際に東山道を使っていた資

料があり、その理由として当時活動が活発であった富士山の噴火が上げられている。では「佐久路」

はいかなる理由により必要であったのか。現時点で考えられるのは律令国家による「東北経営」つま

り蝦夷との関係である。信濃も甲斐も鎮兵の派遣や仔囚の受け入れで当時大きな役割を果たしている。

甲斐より東北派遣の場合にこの「佐久路」が使われたのではないだろうか。現時点では推測の域を出

ないが一考の余地があるように考えられる。

以上、佐久地域の甲斐型土器の出土について若干の考察を加えた。しかし、長野県全体での分布や

時期による器種変化など本来の基礎整理作業がなされていない部分の方が多く、包括的な考察は別稿

にゆだね、雑泊ではあるが本稿のまとめとしたい。なお、紙面の都合で参考文献は割愛した。
行 政 名 番 号 遺 跡名 遺 構 名 出土 器 種 土 器 の 年 代 遺 構 時 期 備 考

川 上村 御 所 平
1 横 尾 遺 跡 H 1号 住 居 址 小型 賓 ？ 平安 信 州 峠 直下

2 草 切 遺 跡
表 採 羽 釜
表 採 鷺

小 海 町

親 沢 3 弥 左 衛 門 遺 跡 H 1号 住 居 址 小 型 賓 平 安

小海 4 雨 堤 遺 跡 1号 住 居 址 埠 平 安 坪 5点
小 海 5 八 の 軽 井 沢 遺 跡 表 採 賓

佐 久 市

入沢 6 月 夜 平 遺 跡 J 3号 住 居 址 小 型 棄 住 居 址 は縄 文

下小 田切 7 反 田 遺 跡

H 5号 住 居 址 餐 10世 紀 前 半 10世 紀 前 半 賓 は 5点
H 7号 住 居址 竃 形 土 器 9世 紀 代 10世 紀 後 半 各 部位 6点
H 9号 住 居址 小 型 賓 1 0世 紀 前 半 10世 紀 前 半 2点

H 1 2号 住 居 址 鷺 1 0世 紀 前半 10世 紀 前 半

H 1 4号 住 居址 杯 8世 紀 末か ら9世 紀 初頭 9．10 世 紀重 複
野 沢 8 辻遺 跡 H 2 5号 住 居址 杯 9世 紀 前 半 8世 紀 後 半
瀬 戸 9 深堀 遺 跡 H 1 5号 住 居址 賓 10世 紀 後 半

横 和 1 0 官 の 上遺 跡 4号 土 坑 坪 8～ 9世 紀 平 安

岩 村 田

長土 呂

1 1 東 大 門 先 遺跡 Ⅱ H 1 1号 住居 址 賓 1 0世 紀 前半

12 聖 原 遺 跡

H 1 8 3号 住 居 址 賓 1 0世 紀 前 半
H 2 3 0号 住 居址 小 型賓 ・窯 1 0世 紀 前 半
H 34 6号 住 居址 小 型嚢 9世 紀前 半 8世 紀 Ⅳ ～9世 紀 初 頭

H 3 8 0号 住 居址 鉢 9世 紀 前半 暗文 多 文 字 資料

H 5 8 9号 住居 址 杯 9世 紀前 半 8世 紀 Ⅳ～ 9世 紀 初頭
H 6 1 0号 住居 址 杯 8世紀 末 か ら9世紀 初 頭 9世紀 前半
H 6 1 2号住 居 址 杯 8世紀 後 半 8世紀 Ⅲ

13 長 土 呂遺 跡 群 5 2号 住居 址 坪 8 世紀 後 半 8世紀 Ⅲ 坪 2点
森 山 14 下 曽根 遺 跡 H 5 9号住 居 址 杯 8 世紀 末 か ら9 世紀 初 頭 9世紀 前 半

小 諸 市 15 関 口 B 遺 跡 1 6号 住居 址 杯 奈 良後 菓
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第50図　佐久地域の甲斐型土器出土遺跡分布図

※前項表の甲斐型土器の年代については（財）山梨文化財研究所　平野　修氏に御教示いただいた。

※脱稿後、佐久穂町小山寺窪遺跡より甲斐型聾と考えられる土器が平安住居址より出土している事を知り分布図に載せた。本遺跡出
土の嚢が甲斐型とすると出土遺跡は16遺跡となる。
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第51図　試掘調査全体図（1：800）
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